


一茨城県土浦市－

下坂田中台遺跡

一坂田地区畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書－

2 0 1 4 

土浦市
土浦市教育 委 員 会
株式会社東京航業研究所



序

土浦市は、霞ヶ浦や桜川など豊富な水資源に恵まれ、太古から人々が生活するのに適した

ところでありました。そのため市内には、集落跡や貝塚、古墳など数多くの遺跡が 600箇

所以上も存在しています。これらの遺跡は、当時の人々の生活や環境を知る手掛かりとなり

ます。また、現代に生きる私たちが豊かな生活を送ることのできる、先人たちの残してくれ

た貴重な文化財でもあります。

このように貴重な文化財を保護して後世に伝えることは、今に生きる私たちの責務であ

り、また、郷土の発展のためにも大切なことであります。

この度、上坂田・下坂田両地区において大規模な畑地帯総合整備事業が計画され、平成

24年度に下坂田中台遺跡と下坂田貝塚の記録保存を目的とした第2次発掘調査が行われま

した。

この調査の結果は本文に記載されているとおりですが、調査で発見された貴重な資料が今

後、土浦の古代史の解明に役立つことができれば幸いです。

最後になりましたが、調査から報告書刊行にあたり、関係各位の皆様のご協力とご支援に

対しまして厚く御礼を申し上げます。

平成 26年3月

土浦市教育委員会

教育長井坂隆



例目

1.本報告書は茨城県土浦市下坂田に所在する下坂田中台遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は坂田地区畑地帯総合整備事業に伴うもので、土浦市の委託を受けた株式会社東京航業研究所

が、土浦市教育委員会の指導のもと実施した。

3. 発掘調査については、土浦市教育委員会の指導を受けて実施した。

4.調査内容および調査組織は下記の通りである。

所 在 地土浦市下坂田 1480番地外

調査面積西区296.43ぱ・東区 179.42rrl 計475.85rrl 

調査期間平成24年 11月27日～平成24年 12月28日

調査指導比毛君男（土浦市教育委員会）

調査担当林邦雄（東京航業研究所）

発掘調査参加者市村浩男遠藤幸子大沼義則加藤通紀梁ヶ谷紀夫寺崎清次萩原和弘

平林敬子堀舘孝行宮本富夫山崎一義渡辺由美子（50音順）

5.整理期間と整理従事者は以下の通りである。

整理期間平成25年 10月8日～平成26年3月5日

整理作業員石割裕二郎菊池久美子五味和夫田上達恵富永義昭永田正博西郡明

西村久由規林玲佳（50音順）

6.本書の原稿執筆分担は第 l章第 1節を比毛、第 l章第2節～第6章を林が担当した。

7. 遺物の写真撮影は村井建三（東京航業研究所）が担当した。

8.本遺跡から出土した遺物の分類作業は林が担当した。

9. 発掘調査から報告書刊行に至るまで、下記の方々、諸機関より御教示・御協力を賜った。記して謝意を

表す次第である。（敬称略）

茨城県教育委員会文化課茨城県県南農林事務所坂田地区県営畑地帯総合土地改良事業実施協議会

土浦市産業部耕地課常洋建設株式会社

10. 毛野考古学研究所の松田政基氏には第2章の基礎的資料を快く御教示してくださった。特に記して謝意

を表したい。

11.本報告書に関わる出土品および記録図面・写真などは、一括して上高津貝塚ふるさと歴史広場において

保管・管理している。



凡例

1.本書に記している座標値は、世界測地系に基づく。挿図のうち、平面図の方位は座標北を、土層断面図

の水準高は海抜標高を示す。

2. 全体図や出土遺物で使用した遺構の略号は次の通りである。

s I：竪穴住居跡 s D：溝 s K：土坑 s E：井戸 F P：屋外炉 s P：ピット

s X：性格不明ヒ：表土ユ：床面直上ホ：掘り方内カ：撹乱

3.文中に掲載した実測図の縮尺は原則として次の通りで、掲載図にスケールを明示している。また、遺物

写真については遺物実測図と原則として同縮尺である。

全体図 1/200・1/300 遺構図 1/60・1/150 土器・土器拓影・石器 1/3・1/5 

4. 遺物番号は本文、挿図、写真図版と一致する。

5.各遺構番号は調査時では西区・東区を通し番号で振っていったが、報告書では西区および東区で独立し

て番号を振りなおしている。

6. 遺構内出土遺物の出土状態は、下記の記号を用いた。． 土器 O 石器

7.挿図中のスクリーントーンは下記に示す通りである。

遺構図 以沼山：三・・・焼土範囲

遺物図 ・・・・・－－－須恵器断面

－紬薬範囲

・赤彩範囲

－黒色付着物範囲

8.本書中の色調に関する表現は『新版標準土色帖』（農林水産庁農林水産技術会議監修財団法人日本色

彩研究所色票監修 2008年度版）を用いた。

9. 引用・参考文献は一括して第6章まとめの末に記している。
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第1章調査に至る経緯と経過

第 1章調査に至る経緯と経過

第 1節調査に至る経緯

平成7 (1995）年 2月、新治村教育委員会教育長宛に茨城県土浦土地改良事務所〔以下、両者ともに呼称

は当時〕から、下坂田・上坂田の台地上縁辺部における県営畑地帯総合土地改良事業計画と、事業予定地内

の埋蔵文化財の有無について照会がなされた。新治村教育委員会が現地踏査を行ったところ、埋蔵文化財包

蔵地・貝塚・古墳群の存在が確認されたため、試掘確認調査が必要である旨を回答した。

更に平成 14(2002）年 8月、茨城県土浦土地改良事務所から新治村教育委員会に対して埋蔵文化財の有

無と遺跡が存在した場合の取扱についての照会が提出された。それを受けて新治村教育委員会は、同年 11

月に赤弥堂遺跡の北側に部分的に試掘確認調査を実施した。調査の結果、今回の試掘対象範囲内では埋蔵文

化財は確認されなかった。

平成 18(2006）年 2月に新治村が土浦市と合併すると、当事業計画の具体化を受けて、同年6月に土浦

市教育委員会は事業地全域の現地踏査を行った。平成 19(2007）年2月には直近で工事予定区間となる赤

弥堂遺跡の東側に、遺跡の範囲や密度、性格を把握するための試掘確認調査を行った。翌平成 20(2008) 

年3月には、前者を除く赤弥堂遺跡の西側から事業区域西端の坂田塙台古墳群・武者塚古墳群にかけての事

業区域内全体に試掘確認調査を行った。調査の結果、台地縁辺部を中心に広範囲で埋蔵文化財の存在が確認

された。

これら試掘確認調査の結果をもとに、土浦市教育委員会は茨城県土浦土地改良事務所・土浦市産業部耕地

課と協議を継続し、農道建設対象箇所に対して記録保存のための発掘調査を行うことで合意した。平成 20

(2008）年3月25日、茨城県知事と土浦市長との間で坂田地区の埋蔵文化財取扱全般に関する覚書を締結し、

同年 7月茨城県知事と土浦市長閑で赤弥堂遺跡の発掘調査に関する協定書を締結した。

以後、平成 20(2008）年度に赤弥堂遺跡（東地区・中央地区）、平成 21(2009）年度に赤弥堂遺跡（西地

区）の発掘調査を行った。平成 23(2011）年度は、事業地のほぼ中央にあたる下坂田中台遺跡・下坂田貝塚・

坂田台山古墳群と、事業地東端の下坂田塙台遺跡・坂田塙台古墳群の 2地点の発掘調査を実施した。この結

果、下坂田中台遺跡・下坂田貝塚の北辺を残して調査が必要な箇所は全て終了することになり、平成 24(2012) 

年度に最終となる発掘調査が行われた。

今回の調査に関する文化財保護法関連の手続は、既に平成 20(2008）年6月17日付で茨城県土浦土地改

良事務所長より当事業全体に関する埋蔵文化財の発掘の通知（文化財保護法第 94条）が土浦市教育委員会

に提出され、 6月27日付で茨城県教育委員会教育長宛に進達した。

発掘調査は株式会社東京航業研究所が実施することとなり、埋蔵文化財発掘調査の届出（文化財保護法第

92条）を、 11月6日付けで茨城県教育委員会教育長宛に進達した。 12月4日付けで茨城県教育委員会教育

長より埋蔵文化財発掘調査の通知を受けている。なお、平成 25年1月25日付で発掘調査終了確認依頼の進

達を行い、同年2月6日付けで茨城県教育委員会教育長より終了確認の通知を受けた。

第2節発掘作業の経過

発掘調査は、平成 24年 11月27日から平成 24年 12月28日まで実施した。発掘調査の概略は以下のとお

りである。

西地点は 11月27日・28日に調査区南側から、東地点は 11月28日・29日に重機により表土掘削を行った。
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西地点の表土層は 40cm程、東地点は 60cm程で、ある。確認面は両地点ともにソフトローム層直上面である。

西地点は 29日の精査の結果、調査区の中央付近に大きな住居跡が2軒および多数の落ち込みが検出された。

全面的にトレンチャー痕が残るうえ、中央部より北側は過去に営まれていた果樹園により遺構の残存状況は

悪かった。東地点は 30日の精査の結果、調査区の南端にソフトローム層の地山が残るほか、全面に遺構の

覆土が検出された。 12月3日から西地点の住居跡から遺構の掘削を行い、 12月14日より遺構掘削を開始し

た東地点と平行して作業を行った。西地点は 19日に遺構の掘削が終了して、全体の写真撮影、 20日に測量

作業を行った。東地点は 12月27日に東地点の遺構の掘削を終了した後、西地点において基本土層の確認の

ための掘削作業を行った。 28日に東地点全体の写真撮影および測量作業を行い、発掘作業を終了した。

第3節整理等作業の経過

整理作業は平成25年 10月9日より平成26年3月5日までの約5ヶ月にわたって実施した。

平成25年内は遺物の洗浄・注記・接合作業と平行して、写真測量した遺構の図化作業を STP（デジタル

図化解析機）を用いて行った。平成26年1月7日から平成26年3月5日までは遺構図面の修正・トレース・

遺物の実測・遺物写真の撮影・図版編集・原稿執筆などの作業を行った。

第2章遺跡の位置と環境

第 1節遺跡の位置と地理的環境（第 1図）

下坂田中台遺跡は、茨城県の中央部に位置する土浦市に所在している。土浦市は北に石岡市、西はつくば

市、東はかすみがうら市、南は牛久市や稲敷郡阿見町と接し、東には震ヶ浦、北西には筑波山を望む。本遺

跡は土浦市の中央部西寄りに位置するが、2006年の市町村合併以前は旧新治郡新治村の所在であった。また、

本遺跡が位置する下坂田地区は西側の上坂田地区と合わせて坂田地区と呼称されている。

土浦市の中央部には桜川が流れ、霞ヶ浦に至る。左岸は新治台地、右岸は筑波・稲敷台地が広がり、本遺

跡は新治台地の標高28～ 29mの縁辺部に位置する。

霞ヶ浦周辺の地形は約 3万年前の古鬼怒川によって形成された地形が元となり、約 1.8万年前の後期旧石

器時代から始まる海進により、本遺跡付近まで汽水域が広がっていたとされる。

現在本遺跡周辺は畑地や果樹園、宅地などが広がり、台地の縁辺部には針葉樹が形成されている。本遺跡

の北には国道 125号線が東西に、東には常磐自動車道が南北に走る交通の要所となっている。

第2節歴史的環境（第2図）

本遺跡の周辺で確認されている遺跡の概要について時代順に述べることとする。

旧石器時代 常磐自動車道の東側に分布する常名台遺跡群（25～ 30）で確認されているのが目立つのみで、

その数は少ない。神明遺跡（27）の第4次調査で石器ブロックが1基、山川古墳群（29）の第2次調査で石

器ブロック 3基と炉跡が検出されている。この炉跡は炭化物から約 3.2万年前のものであると測定されてい

る。

縄文時代 本遺跡である下坂田中台遺跡（宵）・下坂田貝塚（35）における 2013年の調査でも当期におけ

る地点貝塚や竪穴住居跡が検出されている。そのほかでも集落跡のほか、地点貝塚が数多く確認されている。

上坂田北部貝塚（4）、上坂田寺裏貝塚（8）、下坂田馬場先貝塚（14）、赤弥堂遺跡（18）などから前期の
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第 1図調査地点位置図（ 1 : 50,000 ) 
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第2章遺跡の位置と環境

第2図周辺の遺跡分布図（ 1 : 25,000) 

地点貝塚が、神明遺跡（27）では中期の土坑から地点貝塚が確認されている。新治台地で確認されている貝

塚はどれも小規模だが広範囲にd点在していることは特色として挙げられよう。

弥生時代 山川古墳群（29）の第3次調査で後期の竪穴住居跡が2軒、北西原遺跡（28）の第2次調査で

1軒の竪穴住居跡、赤弥堂遺跡（18）や下坂田塙台遺跡 (12）で土器の小片が確認されるのが目立つ程度で

至って低調である。

古墳時代 弥生時代から遺跡は格段に増えて、台地の縁辺部を中心に古墳が築かれている傾向にある。集

落跡では常名台遺跡群（25～ 30）から前期や後期の竪穴住居跡、神明遺跡（27）第3次調査では、前期の

竪穴住居跡が検出されている。下坂田周辺では赤弥堂遺跡（18）で前期、下坂田中台遺跡・下坂田貝塚にお

ける 2013年の調査でも前期や中期の竪穴住居跡が検出されている。古墳では前期から終末期まで多岐にわ

たり、市の指定史跡である武者塚古墳 (10）や常名天神山古墳（32）、本遺跡の南に位置する坂田台山古墳

群（36）は7世紀築造の終末期古墳である。

奈良・平安時代 古墳時代に比べ、遺跡数は少なくなるが、大多数は常名台遺跡群（25～ 30）に集中し

ている。弁才天遺跡（30）では奈良時代の竪穴住居跡から和同開弥が、隣接する西谷津遺跡（25）では青銅

製帯金具が出土している。また、八幡下遺跡（34）からは円面硯や丸瓦が出土していて、この付近に寺院な

どの存在を窺わせる。
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調査地点周辺の遺跡一覧

。
。
。

。
。

。

。

。。

O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O
一O

。。
O
一O
一O
一O

。
。

19 中畑遺跡

2[ アラク遺跡

21 I小坂の上遺跡

22 I坂の上遺跡

23 I羽黒後遺跡

24 I西谷津西遺跡

2s I西谷津遺跡

26 I北西原古墳群

幻 l神明遺跡

2s I北西原遺跡

29 I山川古墳群

30 I弁才天遺跡

31 I瓢箪塚古墳

32 I常名天神山古墳

33 I天神脇遺跡

34 I八幡下遺跡

3s I下坂田貝塚

36 I坂田台山古墳群

。

。

。
。

第 1表

。

O
一O
一O

O
一O
一O

。
。

。

i I高岡愛宕塚古墳

2 I大畑本田貝塚

3 I藤沢城跡

4 I上坂田北部貝塚

s I上坂田塚原古墳群

6 I上坂目立野古墳群

7 I峯台館跡

s I上坂田寺裏貝塚

9 I上坂田館の内館跡

io I武者塚古墳

11 I坂田塙台古墳群

i2 I下坂田塙台遺跡

i3 I坂田稲荷山塚群

14 I下坂田馬場先貝塚

is I下坂田八幡神社古墳群

16 I下坂田向山古墳群

17 I下坂田屋敷内館跡

is I赤弥堂遺跡

。。。。。
。

。。。。。。。。。。
などの城館跡が台地縁辺本遺跡周辺では藤沢城跡（ 3）、峯台館跡（ 7）、上坂田館の内館跡（ 9) 中世

部に沿って点在しているが、調査が進んでおらず、範囲や建物配置などは明確ではない。神明遺跡（27）や

では薬研堀や建物跡、井戸跡などが確認され、 13～ 14世紀の常名地区に方形居館跡の存

在が明らかとなっている。

山川古墳群（29)

この時期に属する遺跡は少なく、赤弥堂遺跡 (18）、神明遺跡（27）、山川古墳群（29）などから道近世

路跡や溝、土坑などが検出されているに留まる。

下坂田中台遺跡における過去の調査履歴（第3図）第3節

本遺跡は土浦市教育委員会や有限会社毛野考古学研究所などが主体となって、 2011年に坂田台山古墳群・

この調査は本調下坂田中台遺跡・下坂田貝塚の 3遺跡にまたがる地点を合計で 2,760ぱ発掘調査している。

査の南側に位置していて、縄文時代の竪穴住居跡が3軒、土坑が36ヶ所、縄文時代後期前葉から中葉の地

点貝塚が2ヵ所、遺物は中期から晩期前葉までの土器や石器、骨角製品、貝製品、獣骨などが、古墳時代で

は4世紀から 6世紀後葉ごろの竪穴住居跡が 11軒、なかでも土製の模造鏡が出土していることは特筆でき

る。奈良・平安時代は竪穴住居跡が2軒と低調で、他に溝跡が2条、土坑が1基、中世では掘立柱建物跡が

l棟、溝跡が 11条、堀跡が2条、道路状遺構が2条、土坑が3基、地下式墳がl基、馬埋納土坑 1基、井

戸跡 l基と多数の遺構が検出され、特に中世の遺構は北側に集中して、中世期の中心地は北側に位置する可

能性が高いことを指摘している。近世では溝跡や井戸跡がl基ずつ検出されている。
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第 1節調査の方法（第3～ 6図）

調査区の座標は公共座標（世界測地系）を基準に設定した。

第3章調査の方法と基本層序

調査区は総合区画整理事業地内にあたる 2ヵ所に設定されている。調査地点は西側（西区）と東側（東区）

に分かれる。西区は南北が約 60.Sm、東西が約 5.0m、東区は南北が約 35.4m、東西が約 5.0～ 5.2mを測

る区画である。面積は西地点が約 296.43ぱ、東地点は約 179.42ぱを測る。

発掘調査にあたっては、重機を用いて表土・耕作土層を撤去し、主として人力で遺構確認面までの掘り下

げを行った。遺構の確認作業はジョレン、掘削作業は移植ゴテを使用して掘り下げている。包含層および遺

構内出土の主たる遺物については、原則として光波測量機を用いて3次元記録を実施した。また、遺構につ

いては、デジタルカメラによる写真測量と手実測作業を併用した。写真撮影にあたっては 35mmモノクロフィ

ルム、 35mmカラーリバーサルフィルム、デジタルカメラ（1330万画素）を併用し、適宜、記録撮影を行った。

第2節基本土層（第4図）

西区の中央部において基本土層確認のため土層観察作業を行った。遺構確認面は西区・東区共にE層の上

面である。土層の概要は以下の通りである。

第I層耕作土層

第E層 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

第E層 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量、ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

第N層 10YR7/6 明黄褐色土層 黒色・澄色粒子を微量含む。粘性を持ち、強く締まる。

第V層 10YR5/8 黄褐色土層 赤色・黒色粒子を少量含む。粘性を持ち、強く締まる。

第VI層 10YR7/8 黄澄色土層 黒色粒子を少量含む。粘性を持ち、強く締まる。

第四層 10YR6/8 明黄褐色土層 粘土ブロック・鹿沼土粒を少量含む。粘性および締まりを強く持つ。

第四層鹿沼軽石土層

A 
30. OOm A’ 

II 
29. OOm 

N 

v 

28. OOm 
羽

VII 

四

(1 :40) 2m 

第4図基本土層図 (1: 40) 
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第 5図 下坂田中台遺跡西区全体図 (1: 300) 
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第3章調査の方法と基本層序

寸~ 塁 ~ ー : 写~ ー 〉寸守g ー

X=12232 X=12232 

1上号端性ラ格イ不ン明遺構 ＼ ーー←

X=12228ート ＋ l十 ＼ ＼ ＼ ＋ ートX=12228

X=12224 ＋ 

1号性格不明遺構

SP23 

X=12220 ＋ 

X=12216 ＋ 

＋ X=12224 

十 X=12220 

＋ X=12216 

X=12212－← ＋川悦I+ ＋ ートX=12212

SP78 

X=12208ート ＋ ｜＠＋＼ 吋押f ＋ ートX=12208

SP70 

X=12204 ＋ ＋ X=12204 

X=12200ート ＋ 

日 開1$:"'
＋ ートX=12200

SP53 

X=12196ート

下1+号端性ラ格イ不ン明遺構－－－－

＋ ム匹ヂ干 一←X=12196

上1号端性ラ格イ不ン明
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第 6図 下坂田中台遺跡東区全体図（1: 200) 

-9-



第4章下坂田中台遺跡西区

第4章下坂田中台遺跡西区

西区の調査は平成24年11月27日～ 12月20日まで行われた。検出された遺構は竪穴住居跡3軒、溝 1条、

柵列 l条、屋外炉 1基、土坑28基、ピット 35基を数える。以下から時代順に遺構・遺物の概観をしていく

が、ピットは時代不明なものも多く、別に節を立てて言及している。

第 1節縄文時代

縄文時代の遺構は土坑18基、屋外炉 1基が検出されている。主に西区中央部から南側に集中して分布して、

南に向かうほど密度が濃くなる傾向がある。遺物は中期中葉の阿玉台期から後期後葉安行2式期まで、特に

後期中葉の堀ノ内から加曽利B式期までを中心に出土している。

1号屋外炉（第7図）

西区の南側に位置する。東側の半分が調査区外である。平面形は不整円形を呈する。長径約 119cm、短径

は現状約 78cm、深さは約 27cmを測る。主軸方向はN-19° -Eを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は

緩やかに掘り込まれている。底面は起伏に富むが被熱の度合いは弱い。覆土は 2層に分けられ、自然の埋没

状況を呈する。このうち焼土は北側を中心に中～下層にかけて存在する。遺物は縄文土器が4点出土してい

る。遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて縄文時代中期中葉阿玉台期の屋外炉であろう。

1号土坑（第8図）

西区の北側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 91cm、短径は約 75cm、深さは約 51cmを測る。

主軸方向はN-31° -Eを示す。断面形は筒状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は概ね平坦

である。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土のあり方から考えて性格は不明だ、が、縄文時代の所産で

あろう。切り合い関係から見て3号竪穴住居跡に先行する。

2号土坑（第8・9図）

西区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 152cm、短径は約 98cm、深さは約 32cmを測

る。主軸方向はN-18° -Eを示す。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概

ね平坦である。覆土は6層に分けられ、自然の埋没状況を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期な

どの土器が23点出土している。このうち称名寺期の l点を図示した。遺物や遺構の形状や覆土のあり方か

ら考えて性格は不明だが、縄文時代後期前葉の所産であろう。

3号土坑（第8・10図）

西区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 86cm、深さは約 22cmを測る。断面形は逆台形状

を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 2層に分けられ、自然の埋没状況

を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期などの土器が23点出土している。このうち 3点の遺物を

図示した。 1は縄文時代後期中葉の堀ノ内2式、 2・3縄文時代後期中葉の加曽利B1式の深鉢である。出

土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて性格は不明だが、縄文時代後期中葉の所産であろう。切り合

い関係から見て4号土坑に先行する。
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第4章下坂田中台遺跡西区

A 
29. 40m 

一てこ三乙ァ一

1号屋外炉
1 2. 5YR5/8 明赤褐色土層 ローム土を少量、焼土を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR5/8 黄褐色土層 ローム士主体。粘性を持ち、締まる。

A’ 

(1 :60) 2m 

第 7図 1号屋外炉

1号土坑
ζ オ寸／

2号土坑

~cg」~(Q 」

~9. 10m A’ ~9. 20m A’ 

＼／ 、キタナ いず三メ／

2号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
4 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
5 10YR5/8 黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、締まる。
6 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、締まる。

3号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

4号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
3 10YR5/6 黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まるο

(1 :60) 2m 

第 8図 1～4号土坑

4号土坑（第8・11図）

西区の南側に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約lOOcm、短径は約72cm、深さは約3lcmを測る。

主軸方向はN-12° -Eを示す。断面形は筒状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は平坦である。

覆土は 3層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期、後期前葉称名

寺などの土器が23点出土している。このうち 4点の遺物を図示した。全て縄文時代後期前葉称名寺 l式の

土器である。出土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて縄文時代後期前葉の土墳墓であろう。切り合

い関係から見て 3号土坑に後続する。

5号土坑（第 12図）

西区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 92cm、短径は約 67cm、深さは

約 24cmを測る。主軸方向は N-11° -Eを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれ

ている。底面は概ね平坦を持つO 覆土は単一層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は

縄文時代中期後葉加曽利 E式期などの土器が 3点出土しているが全て細片のため図示し得なかっ

1
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第4章下坂田中台遺跡西区

。 ( 1 : 3) 10cm 

第9図 2号土坑出土遺物

第2表 2号土坑出土遺物観察表

良｜地文として RL縄文を施文後、多条の沈
｜ ｜称名寺1式期

好｜線を垂下。

口
内
パ
パ
V

内
ハ
パ
り 。 ( 1 3) 10cm 

第 10図 3号土坑出土遺物

第3表 3号土坑出土遺物観察表

3 

。 ( 1 3) 10cm 

第 11図 4号土坑出土遺物

第4表 4号土坑出土遺物観察表

波状縁浅鉢のj皮頂部。波頂部上面を円形

1 I P 4 ｜縄文土器｜ 浅鉢 ｜ 口縁部～ 細片 く6.0>
白色粒子白雲 内外面浅黄澄 良に造りだし、沈線と刺突文を施す。胴部｜称名寺2式期

胴部 母片微量 色 好外面平行する沈線を山形に施し、沈線開

に刺突。

1t:7 ·I一｜鰍 1 ：~~~底 5.5 白色粒子白雲 内外面明赤褐
胴部外面平行する沈線で弧状文、渦巻き

70 く14.0> E文を施す。沈線開に原体不明の縄文を充｜称名寺2式期
母少量 色

填。器面の摩耗が顕著。

｜細片｜ ｜く5.3>I I 白色粒子砂粒
内面にぶい黄

3 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 褐色 E垂下する 2条の沈線内に刺突文を施す。 ｜称名寺2式期
微量

外面暗褐色

4 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜突起部 ｜細片｜ I <5.1> I 一 ｜チ白色ャ粒ー子ト微量、 内外面 明黄褐l｜｜不l｜｜円形に突出する突起。横位や正面に円文、｜称名寺2式期
白雲母多量 良突起より沈線ドよる入組文が走る。

つ山
1
4
よ



第4章下坂田中台遺跡西区

た。出土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて性格は不明だ、が、縄文時代中期後葉以降の所産であろ

つ。

6号土坑（第 12・13図）

西区の南側に位置する。遺構の西側半分が調査区外である。平面形は円形を呈する。径は約 61cm、深さ

は約 32cmを測る。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土

は5層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は縄文時代中期中葉阿玉台式期や後葉加曽利E式期な

どの土器が 13点出土している。このうち l点、縄文時代中期後葉加曽利EN式期の遺物を図示した。出土

遺構の形状や覆土のあり方から考えて性格は不明だが、縄文時代中期後の所産であろう。

7号土坑（第 12・14図）

西区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 93cm、深さは約45cmを測る。断面形は箱状を呈

し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 3層に分けられ、人為的な埋没状況

を呈する。遺物は縄文時代中期中葉阿玉台式期や後葉加曽利E式期などの土器が75点出土している。この

うち 8点の遺物を図示し得た。 1～ 5は縄文時代中期後葉加曽利EE～N式、 6～ 8は縄文時代後期前葉称

名寺 1式期の深鉢である。出土遺物や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、縄文時代中期後葉から後期前

葉の円形土墳墓であろう。切り合い関係から見て6号ピットに先行する。

8号土坑（第 12図）

西区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 113cm、短径は現状約 47cm、深さは約 21cm 

を測る。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面はやや起伏を持つ。覆土は単一層に分

けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土のあり方から考えて、性格

は不明だが縄文時代の所産であろう。切り合い関係から見て l号溝に先行する。

9号土坑（第 12・15図）

西区の南側に位置する。遺構の西側半分が調査区外である。平面形は円形を呈する。径は約 126cm、深さ

は約 66cmを測る。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土

は8層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期や後期中葉加曽利B

式期などの土器が 13点出土している。このうち後期中葉加曽利B2式期の 1点を図示した。出土遺物や遺

構の形状や覆土のあり方から考えて、縄文時代後期中葉の円形土墳墓であろう。

10号土坑（第 12図）

西区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 110cm、短径は現状約 83cm、深さは約 32cm 

を測る。主軸方向はN-18° -Eを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底

面は概ね平坦である。遺物は縄文時代中期などの土器が2点出土している。出土遺物や遺構の形状や覆土の

あり方から考えて、性格は不明だが縄文時代中期の所産であろう。
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第4章下坂田中台遺跡西区

J 午／
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9号土坑
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A 
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~ 34号。ト
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A 
29. 40m 
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6号土坑
l 「～『」

調査区外

一 ν －

A 
29. 30m A’ 

A 
29. 30m 

A’ 

に＿！2

5号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

A’ 

6号土坑
1 10YR4/6 褐色土層 ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
4 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、締まる。
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム土・暗褐色土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

7号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ローム土・暗褐色土を少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

8号土坑
1 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

9号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層
2 10YR4/4 褐色土層
3 10YR3/4 暗褐色土層
4 10YR2/3 黒褐色士
5 10YR4/4 褐色士層
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土層
7 10YR4/4 褐色土層
8 10YR2/2 黒褐色土層

ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
ローム粒主体。粘性を持ち、やや締まる。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
黒色土粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

A’ 

10号土坑
1 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

11号土坑
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR5/8 黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

12号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR4/6 褐色土層 ローム士主体。粘性を持ち、締まる。

4 こナ寸－ 11号土坑 12号土坑

4号ピット

A A’ 

A’ 

A 
29. 30m 

A’ 

2m 

、~イ／
第 12図 5～ 12号土坑
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第4章下坂田中台遺跡西区

。 10cm ( 1 3) 

第 13図 6号土坑出土遺物

第5表 6号土坑出土遺物観察表

6 

3 

8 

。 10cm ( 1 3) 

第 14図 7号土坑出土遺物

第6表 7号土坑出土遺物観察表

， キャリバー型。口縁部直下に2条の沈線、

1 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴口縁部部～｜｜｜細片｜｜｜ ｜｜｜く3.1>I ｜｜｜白白色雲粒母子片少多量量、 ｜｜｜黄内櫨外面色 しぶい好良その問を隆帯とする。下位ムは縄文。内面｜加曽利Ell式期

ナデ。

内面赤褐色

好胴部外面に LR縄文を施文。内面ナデ。 ｜｜ ｜加式期曽利EE～W 2 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片｜ ｜く5.9>I ｜白色粒子 白冨雪｜｜外面 にぶい赤
母片少量 褐色

｜細片｜ - I <S.7> I 一 ｜白色粒子少量、｜｜内面黄櫨色
胴部外面上位に3～5単位の爪形文官｜

3 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 E面に施す。下位は4～5条 1単位の摺 加曽利問
石英粒微量 外面黄灰褐色

する条線を交差させて施文。内面ナデ。

4 I 覆土 1縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片｜ 一 く3.2> 白色粒子微量 内外面にぶい 好良胴部外面、横方向の連続押圧文。内面ナデ。｜加曽手ljE式期
黄褐色

5 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜把手部
長さ 厚さ 申雇 白色粒子少量、

内外商黄澄色
良縦位の橋状把手。沈線を 2条垂下。横f「一｜加曽利E式期

細片 <5.0> 1.2 3.5 白雲母片微量 好 L刺突。

6 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜日口同縁部占 部～ 細片 く4.0>
白色粒子多量、 内面黄櫨色

好良平縁深鉢。斜方向に沈線を施文。 ｜称名寺 1式期
白雲母片少量 外 面 積 色

内面褐灰色

7 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 細片 <3.5> 白色粒子少量 外国 γぶい黄良｜｜平行する沈線を 2条横走。斜方向の沈線｜称名寺l式期
澄色 」 好を施文。内外商ナデ。

s I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 細片｜ ー I <5.2> 称名寺 l式期

白色粒子

チャート粒微 ｜内外面：明黄褐｜不
｜ ｜ ｜平行する 2条の沈線を垂下。

量、白雲母片多｜色 ｜ 

量

私立誌躍と い4
E磁器語紙 I J 
＂＇縄開......）；＇：主，.... I 
R噌曜日守，，，.. マデ L《 J

－問時 …1 
。 10cm ( 1 3) 

第 15図 9号土坑出土遺物

第7表 9号土坑出土遺物観察表
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第 16函 11号土坑出土遺物

第8表 11号土坑出土遺物観察表

1 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 10 く7.5> 白色粒子微量 内外面暗褐色女良子LR縄文を多方向γ、施文。内面はミガキ。｜称名寺l式期

2 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 胴口縁部部～ 細片 く1.5>
白赤色粒子少

内外面糧色 良波状縁深鉢。内外面無文。隆線による入｜称名寺l式期
量 好組文を貼り付け。

3 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 細片 <9.0> 
白色粒子砂粒

内外面赤褐色 良地文として LR縄文を施文後、弧状と f~1称名寺 1 式期
少量 好る平行沈線を多条に施文。

白色粒子多量、

4 I 覆土 ｜縄文土器｜ 鉢 ｜胴部 ｜細片｜ 一 ｜く5.7>I - I 砂粒、チャート 内面暗褐色 不地文として連続刺突文。平行する角押文｜称名寺l式期
粒、石英粒、白 外 面 澄 色 良を弧状に施文。

雲白母色片粒微子量・

5 I 覆土｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜｜細片｜｜ ｜｜く6.7>I 一 ｜｜チャート粒 白｜｜内外面褐色 ｜｜不｜｜口縁部内側を上方につまみ ｜堀ノ内 l式期
胴部 雲母片少量、石 良入組文を施し、 LR縄文を充填。

英粒多量

6 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜口縁部～I10 I 一 I <8.7> I 一 Iチ白色ャ粒ー子ト粒少量石、 内外面 にぶい良1｜｜波状縁粗製深鉢。口縁部を僅かに肥厚。｜堀ノ内 1式期
胴部 英粒微量 、 黄櫨色 好胴部外面多条の条線を横及び斜走。

7 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 細片 く3.2>
白色粒子

内外面澄色 良好14～5条l単位の条線及び入組文。 ｜堀ノ内2式期
チャート粒微量

s I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 I 口縁部～ 細片
白色粒子少量、

内外面黒褐色
良

｜加曽利B1式期
胴部

く2.2>
砂粒微量

好｜平縁深鉢。 LR縄文を横走。

9 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 口縁部～
白色粒子少量、 5平縁深鉢。 LR縄文を横走。10 く6.3> 砂粒白雲母片 内外面黒褐色 ｜加曽利B2式期

胴部
微量

10 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 口縁部～ 細片 く3.0>
白色粒子石英

内外面燈色 良平縁深鉢。口縁部内面有段。内面無文。｜加曽利B2式期
胴部 少量 好下位LR縄文を多方向に施文。

ll I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 細片 く3.4>
白色粒子微量、 内外面明黄褐 良隆線を横走させ貼り付け。その上位γ」 L、古｜加曽利B2式期

赤色粒子少量 色 好続刺突文、下位LR縄文を施す。

cu 
－－
A
 



第4章下坂田中台遺跡西区

白色粒子少量、
内面にぶい暗 良押圧を伴う紐組文を横走させ貼り付け、

12 覆土 縄文土器 深鉢 日間部 細片 く3.5>
白雲母片微量

樺色 好 上下に区画。 LR縄文を施文後、横走す 加曽利B2式期

外 面 積 色 る沈線を施す。

13 覆土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.7> 白色粒子微量 内外面暗褐色
良一条の沈線を横走させ上下に区画。上位

加曽利B2式期
好はLR縄文、下位は無文。

14 覆土 縄文土器 i采鉢 日間部 細片 く3.8> 白色粒子少量 内外面黒褐色
良 LR細縄文を上位に施文。沈線を横走さ

加曽利B2式期
好せ区画する。下位は無文。

15 覆土 縄文土器 浅鉢ヵ
口縁部～

細片 白色粒子微量 内外面暗褐色

良口縁部端が上方向に折れる。内面に沈線

加曽利B3式期
胴部

く2.6> 好一条。外面斜走する平行沈線を施し、そ

の聞に LR状文を充填。

16 覆土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片
白色粒子少量、 内外商にぶい

良口縁部は直立する。口唇部平坦、内面2
安行1式期

1同部
く3.7>

石英微量 実褐色
好 条の沈線。外面上位LR縄文、押圧を伴

う紐線文を貼り付ける。

17 覆土 縄文土器 深鉢
胴部～底

10 く4.4> (8.5) 白色粒子微量
内外面にぶい 良胴部下端が広がる器形。胴部内外面ナデ。

後期
音日 黄櫨色 好底部外面網代痕。

03 Y!}_ lJ L三
。 (1 3) 10cm 

第 17図 12号土坑出土遺物

第9表 12号土坑出土遺物観察表

口縁立~～
1 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜細片

胴部

白色粒子少量、｜内外面：灰黄褐｜良｜直線的に立ち上がる器形。胴部外面に横
l く4.4>I ー ｜ ｜ ｜ ｜ ｜堀之内2式期

白雲母片微量 ｜色 ｜好｜走や斜走する沈線を施文。内外面ナデ。

白色粒子・石英l I I 
｜内面：褐色 ｜ ｜ 

粒多量、砂粒少l . - ｜良｜胴部外面横走する沈線を蛇行および垂下
6.4> I I ｜外面 tふい黄｜ ｜ ｜堀之内2式期

量、白雲母片微｜ ー』 ｜好｜する沈線を施す。内外面ナデ。
量 ｜褐色 I I 

白色粒子・石英｜内外面：灰黄褐！良ILR状文を施文後横走や斜走する沈線を
目く3.3>I I I I I ｜堀之内2式期

粒多量 ｜色 ｜好｜多条に施す。

白色粒子多量、｜ ｜ ｜ 
｜内外面：明黄褐｜良｜無文。胴部内面及び底部内外面ナデ。胴

く4.0>I 02.5) I砂粒・白雲母片｜ ｜ ｜ 
｜色 ｜好｜部外面縦方向の弱いケズリ。少量 I I I 

2 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

3 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

胴部～底
4 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 I I 10 

音日

11号土坑（第 12・16図）

西区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 148cm、深さは約 37cmを測る。断面形は逆台形

状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋

没状況を呈する。遺物は縄文時代中期中葉阿玉台式期から後期中葉加曽利B式期にかけての土器や土製円盤

などが265点出土している。このうち 17点の遺物を図示し得た。 l～ 4は縄文時代後期前葉の称名寺式期

の深鉢・鉢、 5～ 7は同じく前葉の堀ノ内式期の深鉢、 8～ 15は後期中葉加曽利B式期の深鉢や浅鉢、 16

は後期後葉安行 1式期の深鉢、 17は後期の底部である。出土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて、

縄文時代後期中葉の円形土墳墓であろう。切り合い関係から見て 12号土坑に先行して、 25号ピットに後続

する。

12号土坑（第 12・17図）

西区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 156cm、深さは約44cmを測る。断面形は逆台形

状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 3層に分けられ、人為的な埋没

状況を呈する。遺物は縄文時代後期中葉堀ノ内式期などの土器が67点出土している。このうち 4点の遺物

が図示し得た。 l～ 3は縄文時代後期中葉堀ノ内2式期の深鉢である。 4は時期不明の底部である。出土遺

物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて、縄文時代後期中葉の円形土墳墓であろう。切り合い関係から見

て4号ピットに先行して、 11号土坑や 26号ピットに後続する。
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第4章下坂田中台遺跡西区

13号土坑（第 18・19図）

西区の南側に位置する。平面形は不整隅丸方形を呈する。長径は約 123cm、短径は最大約 81cm、深さは

約21cmを測る。主軸方向はN-14° -Eを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。

底面は概ね平坦である。覆土は 2層に分けられ、自然の埋没状況を呈する。遺物は縄文時代後期後葉安行期

などの土器が6点出土している。このうち縄文時代後期後葉の安行l式期の 1点を図示した。出土遺物や遺

構の形状や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが縄文時代の所産であろう。

14号土坑（第四図）

西区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 54cm、深さは約 21cmを測る。断面形は不整形を

呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 2層に分けられ、自然な埋没状況を

呈する。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが縄文時代の所産で

あろう。

15号土坑（第四図）

西区の中央部に位置する。平面形は長楕円形を呈する。長径は約 107cm、短径は約47cm、深さは約 19cm 

を測る。主軸方向はN-14° -Eを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は

やや起伏を持つ。覆土は単一層に分けられ、自然な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の形状

や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが縄文時代の所産であろう。切り合い関係から見て 27号ピット

に後続する。

17号土坑（第 18図）

西区の中央部に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約109cm、短径は約92cm、深さは約20cmを測る。

主軸方向はN-57° -Eを示す。断面形は有段の不整形を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は

概ね平坦で、ある。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の形状

や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが縄文時代の所産であろう。切り合い関係から見て 31号ピット

に先行する。

19号土坑（第 18・20図）

西区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 157cm、短径は現状約 113cm、深さは約

98cmを測る。断面形は不整形を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面はやや起伏を持つ。覆土は 9

層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は中層より上位を中心に縄文時代中期後葉加曽利E式期や

後期前葉称名寺式期などの土器が24点出土している。このうち 4点の遺物を図示し得た。 1は縄文時代中

期後葉加曽利E式期の深鉢、 2・3は縄文時代後期前葉称名寺2式期の深鉢、 4は時期不明である。出土遺

物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて、縄文時代中期後葉から後期前葉にかけての袋状土坑であろう。

壁の崩落により平面形が隅丸方形となったと考えられる。

口
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15号土坑 17号土坑

~ 27号ピH 卜

」ζ号」
A 
29. 40m A’ 

、'iY に 「 ン ／ 一 A’ 

・/..' 

ノ F七

」 O」

A 
29. 20m A’ 

~ア (1 :60) 2m 

A’ 

13号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

14号土坑
1 10YR4/4 褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロック・ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

15号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

17号土坑
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ローム土主体。粘性を持ち、締まる。

31号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ロームブロック・暗褐色土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

19号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層
2 10YR4/4 褐色土層
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土層
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土層
5 10YR5/8 黄褐色土層
6 10YR4/6 褐色土層
7 10YR4/6 褐色土層
8 10YR3/4 暗褐色土層
9 10YR4/6 褐色土層

ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
ローム土主体。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。，
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム土を多量に含む。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
ロームブロック・黒色土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

22号土坑
1 10YR4/6 褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

第 18図 13～ 15・17・19・22号土坑、 31号ピット

。 ( 1 3) 10cm 

第 19図 13号土坑出土遺物

第 10表 13号土坑出土遺物観察表
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~ 4 。 (1・3) 10cm 

第20図 19号土坑出土遺物

第 11表 19号土坑出土遺物観察表

1 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片
白・赤色粒子少l内外面・明黄褐l良！胴部外面7条1単位の条線を蛇行させ垂－ l くお＞ I - I I I I ｜加曽利E式期
量、石英多量 ｜色 ｜好｜下。内面ナデ。

｜ ｜良｜胴部外面2条I単位の沈線を幾何学的ド
く臼〉｜ ｜白色粒子少量 ｜内外面・澄色 ｜ ｜ 』｜称名寺2式期

I ｜好｜施文。内外面ナデ。

l内外面．浅黄澄｜不｜胴部内外面ナデ後2条l単位の沈線を幾
く4.6>I ｜白色粒子少量 ｜ ｜ ｜ ｜称名寺2式期

｜色 ｜良｜何学的に施文。

白色粒子・石英｜内面：にぶい褐｜ ｜鉦文。口縁部が大きく内湾する器形。口
｜｜良｜…

く3.1>I ー ｜粒・チャート粒｜色 ｜口｜縁部肥厚。胴部外面へラ状工具で横方向

少量 ｜外面’黒褐色 ｜川｜ナデ。内面ナデ。

2 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

3 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

口縁部～
4 I 覆土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜細片

目同部

22号土坑（第 18図）

西区の中央部に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約77cm、短径は約65cm、深さは約 19cmを測る。

断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦で、ある。覆土は単一層で、人為

的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土のあり方から考えて、性格は不明だ、が縄

文時代の所産であろう。
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第4章下坂田中台遺跡西区

第2節古 墳時代

古墳時代の遺構は竪穴住居跡が3軒と土坑が2基検出されている。西区の北側東側から中央部東側に並ん

で位置している。どの住居跡も調査区外となる部分があり、完掘状況は確認できなかった。遺物は土師器の

杯や斐を中心に出土しているが、極少数須恵器の杯蓋や蚕が出土している。

1号竪穴住居跡（第 21・22図）

1号竪穴住居 1号土坑

れl

36号ピット。 lト寸

1号竪穴住居
1号土坑 。

II-
σコ

ム
ト

U
昨

由
州
F
K幽
附

」古今v--

1号竪穴住居跡
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒・焼土粒を少量含む。

粘性を持ち、締まる。
2 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を

持ち、締まる。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を

叶 持ち、やや締まる。
4 10YR4/6 褐色土層 ロームブロック・焼土粒・炭

化物を少量含む。粘性を持ち、
締まる。

1号竪穴住居跡1号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含

む。粘性を持ち、締まる。

1号竪穴住居跡1号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。

粘性を持ち、やや締まりに欠
ける。

1号竪穴住居跡2号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量、ロームブロ

ックを少量含む。粘性を持ち、
締まる。

出
土Hム

fくれ
,.... E 副01.J

lllr'lllr' 
r- C¥I 

E
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田
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(1 :60) 2m 

第 21図 1号竪穴住居跡

西区のほぼ中央部に位置する。東側の 213が調査区外である。本住居跡の上面を大きく耕作により削平

されているうえ、トレンチャー痕が床面を壊して南北に走っているため遺構の残存は非常に悪かった。平面

1
1ムつ山



第4章下坂田中台遺跡西区

2 
。 ( 1 3) 10cm 

第22図 1号竪穴住居跡出土遺物

第 12表 1号竪穴住居跡出土遺物観察表

1 I P 1 ｜土師器
口縁部～

杯 I I 70 I (13.5) I 6.o 
底部

丸底。口縁部短く垂直に立ち上がる。口 l

｜器面全面に赤
I I l縁部内外面ヨコナデ。体部外面横方向へ｜

白色粒子少量 ｜ ｜良｜ ｜ 
、｜内外面す有色｜ ｜ラケズリ後ナデ、内面一部ヘラナデ、ナデ｜

白雲母片多量 ｜ ｜好｜ 。Is世紀後葉～6
I I l底部外面多方向へラケズリ。体部内面放｜

｜世紀前葉
射状のミガキ。 ｜ 

I I I ｜内面全面赤彩。
白色粒子・白雲｜内面・赤色 ｜良｜口縁部僅かに内傾。口縁部内外面ヨコナ｜

I I I 1.s世紀末～6世
母少量 ｜外面白明赤褐色｜好｜デ。体部内外面丁寧なナデ。 ｜ 

' ' ' 1紀前葉
2 I SP02 I土師器

口縁部～
杯 I I 20 I (18.8) I <4.9> 

イ本部

形は南北方向に約 891cm、東西方向に現存約 260cmの方形を呈する。主軸方向はN-10° -Eを示す。援

はほぼ垂直に掘り込まれていて、残存部の最大壁高は約 13cmを測る。床面はローム土直上に全面の貼り床

を造られ、厚さ約 1cm、E～町層土中に形成されており、全体的に平坦でやや軟弱である。覆土は4層に分

けられ、人為的な堆積状況を呈する。また、覆土には焼土や炭化物粒が少量検出されている。壁面に沿って

周溝が検出された。平均幅 20cm、深さ 7cmを測り、確認された範囲において全周する。本住居跡から 2基

のピットおよび土坑が1基検出された。位置や規模からこの2基のピットが主柱穴と考えられる。口径25

～29cm、深さ約 23～75cmを測る。土坑は位置などから貯蔵穴とは考えられないが、径約 68cmの円形で、

深さは約 10cmを測る。 l基の土坑と 2基のピット以外に炉痕などの住居跡に付帯する施設は検出されてい

ない。掘り方は確認できなかった。遺物は覆土中やピットや土坑などから縄文時代中期中葉阿玉台式期から

後期前半安行式期の深鉢、土師器の杯、斐などを中心に 456点出土しているが、大半は流れ込みの縄文土器

である。竪穴住居跡に伴う遺物も細片が大多数であった。したがって遺構に伴う遺物として図示し得たのは

2点である。 2点とも赤彩を伴う土師器の杯である。 1には内面に放射状の暗文が確認できる。

伴出土器や覆土のあり方などから判断して 5世紀後葉から 6世紀前葉の所産であった可能性が高い。切り

合い関係から見ると 36号ビットに後続する。また、覆土から確認された焼土や炭化物などから、材は出土

していないが焼失住居や焼土や灰などの廃棄行為で埋められた可能性を指摘できる。

2号竪穴住居跡（第 23～25図）

西区のほぼ中央部に位置する。東側の半分が調査区外である。本住居跡でも l号竪穴住居跡と同様にトレ

ンチャー痕が床面を壊して南北に走っているため遺構の残存は悪かった。平面形は南北方向に約 850cm、東

西方向に現存約 451.cmの方形を呈する。主軸方向はN-12° -Eを示す。壁はほぼ垂直に掘り込まれてい

て、残存部の最大壁高は約 29cmを測る。床面はほぼ全面の貼り床で厚さ約 1cm、E～N層土中に形成され

ており、僅かに南側へ傾斜しているが全体的に平坦で、、よく硬化している。覆土は8層に分けられ、自然な

埋没状況を呈する。また、覆土や床面には焼土や炭化物粒が少量検出されている。壁面に沿って周溝が検出

された。平均幅 24cm、深さ 6cmを測り、確認された範囲において全周する。本住居跡から炉痕が2基、 9

基のピットおよび土坑がl基検出された。炉痕は地床炉で、住居跡中央部北壁寄りに並列して2基検出され

ている。 1号炉は平面形が円形で径約 48cm、深さ約 23cm、2号炉は平面形が楕円形で長径約 75cm、短径

約51cm、深さ約 19cmを測る。どちらの炉痕も底面は良く被熱している。土坑は位置から貯蔵穴と考えられ、

円
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第4章下坂田中台遺跡西区
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2号号竪炉穴住居

「一： • 1 .!iij I ¥ llJト，u ) t¥l T""" 伝活 I 

令》1

：－~ 1111 "'d ·~ 芯 ~ ~：；穴住居． 
c ；：~~~居

；号号竪ピ穴ッ住ト居 co』 ¥ 

；号号竪ピ穴ヴ。住ト居 I 調垂~ 

~. c・－｜」ヘ「l}-+... 旦ー← I 111 • 

古里~1~居ζtラ） ‘. I ¥J/ 
． 

。「l 1; 。
2号竪穴住居｜． 9号ピット

． ． 

． 面郵

~1 JI 
っ 1 撹乱

μ耳P法門市~I ニ外
撹乱

2号竪穴住居跡
1 10YR3/3 暗褐色土層
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層

3 10YR4/4 褐色土層

4 10YR3/4 暗褐色土層
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土層

6 10YR4/6 褐色土層

7 10YR4/4 褐色土層

8 10YR3/4 暗褐色土層

ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・焼士・炭化物粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

ーム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロック・焼土・炭化物粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、締まる。

2号竪穴住居跡1号炉

ど；；~！j~ ：：~： T古今op~~~~量；~~：~~少量含む。粘性締まりに欠ける。
(1 :60) 2m 

第 23図 2号竪穴住居跡（ 1) 

長径約 96肌短径約加の楕円形で、深さは約川を測る O ピットは平面形が円形ないし楕円形で、口

径25～ 41cm、深さ約 16～ 70cmを測る o 位置や規模から 2号および6号ピットが主柱穴と考えられる o こ

-23 -



2号竪穴住居跡2号炉
1 10R4/8 赤色土層 焼士主体、黒色土を少量含む。粘性に欠け、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量、焼土粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

2号住居跡1号ピット
1 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

2号住居跡2号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
3 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

2号住居跡3号ピット
1 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

2号住居跡4号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム粒・焼土粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

2号住居跡1号土坑
1 10YR2/3 黒褐色土層 焼土を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR2/3 黒褐色土層 ロームブロック・焼土粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

第4章下坂田中台遺跡西区

2号竪穴住居 2号竪穴住居 2号竪穴住居
2号炉 2号ピット
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第 24図 2号竪穴住居跡（2) 

れら以外に住居跡に付帯する施設は検出されていない。掘り方は床下全面に及んでいて、床面からの深さは

2cmから llcmを測りやや起伏を持つO 遺物は覆土中やピットや土坑などから縄文時代中期中葉阿玉台式期

から後期前半安行式期の深鉢や台付鉢、異型台付土器、磨石、石皿、須恵器や土師器の杯、護、鉢などを中

心に 1246点出土している。多くが流れ込みである縄文土器であるが、遺構に伴う遺物として 15点図示し得

た。 1は土坑から出土の須恵器歪である。 2～7は土師器の杯である。 2を除き器高が深いため碗とするべ

きかもしれない。 8は土師器の碗である。 9は土師器の高杯杯部である。 2～9はすべて赤彩されている。

10～15は土師器の壷・甑・斐である。

伴出土器や覆土のあり方などから判断して 5世紀後葉～ 6世紀前葉の所産であった可能性が高い。また、

覆土や床面に確認された焼土や炭化物などから、材は出土していないが焼失住居や焼土や灰などの廃棄行為

で埋められた可能性を指摘できる。

A
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第25図 2号竪穴住居跡出土遺物
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第 4章下坂田中台遺跡西区

第 13表 2号竪穴住居跡遺物出土観察表

SK 
須恵器 費 口縁部 I 10 I (34.0) I <8.7> 

0 1 

北側下
土師器 均二 体口縁部部～｜ 細片 I 04.5) I く2.2>

層

北側下
土師器 均： 口縁部～｜細片 I(16.5) Iく3.6>

層 体部

南側下｜ ｜ ｜ 
｜土師器｜ 杯 ｜ι ロ ｜細片 I(15.5) 

層 ｜｜｜体

p 29 
土師器 杯 口縁部～I 95 I 13.8 I 6.6 

31 底部

南側下
土師器 杯 体ロ縁部部～I 10 I 03.4) I <4.2> 

層

7 I P 35 土師器 均： 体口縁部部～｜ 細片 I (12.3) I く3.7>

SK 
口縁部～

I 20 I (13.ol 
体部

s Io 1 PI土師器！ 碗

2 

9 I SP02 I 土師器 ｜ 高杯杯部 底日縁部部～I 20 I (21.5) I く7.0>

10 I SP02 I土師器｜ 壷
口縁部～ 10 (17.0) く8.8>
1岡部

ll I 覆土 ｜土師器｜ 甑 ｜把手部 10 
長さ 最大幅

5.7 3.4 

12 I P 11 I土師器｜ 費 ｜口縁部 細片 (20.0) く3.4>

13 I P 5 土師器 斐 胴口縁部部～I 10 I (18.2) I く6.4>

14 I 南側下 土師器 斐 胴部～底I 10 I ー ｜く2.1>
層 音日

15 I 南側下 土師器 蓋 端部 ｜細片 I(8.4) I司令
層

3号竪穴住居跡（第 27・28図）

口縁部外反して、端部上下に摘み出され

良｜る。直下に 2～3条の断面三角形の隆線
ー l白色粒子少量 ｜内外面白灰色 ｜ ｜ 

好｜を施し上下に区画する。区画内は7～8
条l単位の波状文を横走させる。

I I l口縁部短く立ち上がる、体部膨らみを持｜器面全面に赤
白色粒子、石英｜ ｜良｜ ｜ 

｜内外面・赤褐色｜ ｜つ。口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面｜彩。
粒、砂粒少量 ｜ ｜ ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜横方向ナデ。 16世紀中葉

白色粒子少量、｜ ｜ ｜口縁部短く立ち上がる、体部膨らみを持｜器面全面に赤
｜ ｜良｜｜

砂粒多量、石英｜内外面・赤褐色｜ ｜つ。口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面｜彩。
｜ ｜好｜｜

粒微量 ｜ ｜ ｜横方向ナデ。 16世紀前葉

｜ ｜ ｜ ｜器面全面に赤
白色粒子、石英l I I I 

I l良｜口縁部僅かに外反、体部膨らみを持つ。l彩。
く3.1>I ｜粒、チャート粒、｜内外面：赤褐色｜ ｜ ｜ 

｜ ｜好｜口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。15世紀末～6世
白雲母片少量 ｜ ｜ ｜ ｜ 

｜ ｜ ｜ ｜紀前葉

平底。体部内湾し、角度を変え、口縁部｜

由 tも内湾する。口縁部内外商ヨコナデ。体｜器面全面に赤

5.5 ｜白色粒子少量 ｜内外面．赤褐色｜此｜部外面上位横方向ヘラケズリ、下位多方｜彩。
好 ｜｜

1向ヘラケズリ、内面多方向へラナデ後ナ16世紀前葉

デ。

｜器面全面に赤
I I l口縁部短かく、体部膨らみを持つ。口縁｜

白色粒子・白雲｜内外面白明赤褐｜良｜ ｜ 
｜ ｜ ｜部内外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。内I'3。

母片少量 ｜色 ｜好｜ 15世紀末～6世
' ' l面に放射状の暗文。 ｜ 

｜紀前葉

｜器面全面に赤
I I E口縁部短く直立し、体部最上位で僅かに｜

白色粒子・白雲｜ ｜良｜ ｜ 
ー ' ｜内外面赤褐色｜ ｜膨らみを持つ。口縁部内外面ヨコナデ｜

母片多量 ｜ ｜好｜ 。15世紀末～6世
' ' E体部内外面丁寧なナデ。 ｜ 

｜紀前葉

I I t口縁部短かく、外反。体部膨らみを持つ。｜器商全面に赤
白色粒子・白雲｜ ｜良｜ ｜ 

広5>I I ｜内外面・赤褐色｜ ｜口縁部内外面ヨコナデ。体部外面横方向｜彩。
母片少量 ｜ ｜好｜ ｜ 

I I lヘラケズリ後ナデ。内面丁寧なナデ。 16世紀前葉

｜器面全面に赤
I I l口縁部内外面ヨコナデ。体部外面多方向｜

白色粒子・白雲｜ ｜良｜ ｜ 
｜内外面：赤褐色｜ ｜ヘラケズリ後ナデ。内面丁寧なナデ。脚｜

母片・砂粒少量｜ ｜好｜ 15世紀末～6世
' ' E部との接合部貼り付け。 ｜ 

｜紀前葉

白色粒子・砂粒l I l口縁部長く「く」字状に開く。口縁部内
｜｜良l－ l少量、白雲母片｜内外面・明黄色｜よ71外面ヨコナデ。胴部内面横方向ヘラナデ

微量 I IN I後ナデ。外面強いナデ。

高さ ｜白色粒子、石英｜ ｜良｜
｜ ｜内外面：黄褐色｜ ｜手ずくねで胴部にはめ込み。外面ナデ。

8.5 ｜粒、砂粒少量 ｜ ｜好｜

｜白色粒子、石英｜ ｜ ｜ 
｜ ｜内面白暗赤褐色｜良｜口縁部外面指頭痕、ヨコナデ。内面横方
｜粒、チャート粒｜ ｜ ｜ 
｜ 、｜外面白明赤褐色｜好｜向のハケ目。
｜白雲母片少量 ｜ ｜ ｜ 

｜白色粒子微量 ｜ ｜良｜
｜ 、｜内外面 明黄色｜ ｜口縁部「く」字状に開く器形。全面ナデ。
｜白雲母片少量 ｜ ｜好｜

｜白色粒子・砂粒・｜内面．黄褐色 ｜良｜胴部外面丁寧なナデ。底部外面ナデ、内
(4.5) I I I I 

1白雲母片少量 ｜外面・褐色 ｜好｜面多方向ヘラナデ後ナデ。

白色粒子・砂粒｜ ｜ ｜ 
｜ ｜不｜端部は僅かに垂下させ丸味を帯びる。全一 l多量、 ｜内外面：黒褐色｜ ｜ 
｜ ｜良｜面ナデ。

白雲母片微量 ' ' ' 

西区の北側に位置する。東側の 1I 3が調査区外である。本住居跡の北東側が抜根痕による撹乱で壁の一

部が 破 壊 されている。平面形は南北方向に約 374cm、東西方向に現存約 282cmの方形を呈する。主軸方向は

N -14° -Eを示す。壁は緩やかに掘り込まれており、残存部の最大壁高は約 18cmを測る。床面は床の貼

り床で厚さ 約 1cm、町層土中に形成されて お り 、 全 体 的 に 平 坦 で 、 よ く 硬 化 し て い る 。 覆 土 は4層に分けら

れ、自然な埋没状況を呈する。壁面に沿って周溝が検出された。平均幅 23cm、 深 さ 4cmを測り、確認され

た範囲において全周する。本住居跡から主柱穴と考えられるビットが2基検出された。口径約 56cm、 深さ

約 25～ 33cmを測る。この 2基のピット以外に炉痕や貯蔵穴などの住居跡に付帯する施設は検出されていな

い。掘り方は 住 居 跡 周 縁 部 の み で 、 床 面 からの深さは 2cmから llcmを測り起伏を持つ。遺物は覆土中やピッ

トから縄文 時代後期中葉加曽利B式期や後期後半安行 1式期、土師器の杯や妻、査などが ll6点出土してい

る。多くが流れ込みである縄文土器であるうえ、撹乱などの影響で遺構に伴う遺物としてのみ 2点図示し得

た。 1. 2共に土師器の杯である。 lは全面、 2は口縁部の一部に赤彩されている。 2は奈良・平安時代の

遺物の可能性があるが、ここで図示することとする。伴出土器や覆土のあり方などから判断して 5世紀中 葉

～後葉の所産であった可能性が高い。切り合い関係から見ると 21.23・24号土坑に先行して、 l号土坑 に

後続する。
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第4章下坂田中台遺跡西区
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lL 2号ピット
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A 
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寸
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可

申

N固

A 
29_ 40m 

1 撹乱 撹乱 A’ 

2 調査区外

3号竪穴住居
1号ピット ロームブロック

(1 :60) 2m 

3号竪穴住居跡
1 10YR3/4 P音褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR4/4 褐色土層 ロームブ、ロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
4 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。
5 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

3号竪穴住居跡1号ピット
1 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

3号竪穴住居跡2号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、やや締まる。
3 10YR5/8 黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
4 10YR4/6 褐色土層 ローム土主体。粘性を持ち、締まる。

第 26図 3号竪穴住居跡

。 ( 1 3) 10cm 

第 27図 3号竪穴住居跡出土遺物

第 14表 3号竪穴住居跡出土遺物観察表

丸底。口縁部は短く直立して、体部は炉 1
＼｜器面全面に赤

由 lらみを持つ。口縁部内外面ヨコナデ。体｜耐
国 1 4叫一

内外面・赤褐色｜ι｜部外面横方向のミカ、キ様へラケズリ後ナ J~o
女子 15世紀中葉～後

lデ、下位多方向のへラケズ哨ナデ。内｜葉

面放射状暗文。 ' 
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第4章下坂田中台遺跡西区

23号土坑 ~24号土坑

Jc」
~ rrλ A’ 

調査区外

~9. 50m A' 

23号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性

を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 焼土主体。粘性を持ち、や

や締まる。
3 10YR2/3 黒褐色土層 焼士粒を微量含む。粘性を

持ち、締まる。
4 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含

む。粘性を持ち、締まる。

24号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層

4 10YR4/6 褐色土層
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7 10YR4/4 褐色土層

29. 2伽 撹苦L A 

'¥fi!r 
2 10YR2/3 黒褐色土層

7 5 10YR3/4 暗褐色土層

(1 :60) 2m 

第28図 23・24号土坑

23号土坑（第 28図）

西区の北側に位置する。平面形は不整円形を呈する。径は約 100～ 116cm、深さは約 33cmを測る。断面

形は箱状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は概ね平坦で、ある。覆土は 4層に分けられ、人為的

な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の切り合い関係や形状、覆土のあり方から考えて、性格

は不明だが古墳時代以降の所産であろう。切り合い関係から見て 3号竪穴住居跡に後続する。

24号土坑（第 28図）

西区の北側に位置する。遺構の東側半分が調査区外である。平面形は楕円形を呈する。長径は現状約73cm、

短径は約 92cm、深さは約 46cmを測る。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は

概ね平坦である。覆土は7層に分けられ、自然な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の切り合

い関係や形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが古墳時代以降の所産であろう。切り合い関係から

見て3号竪穴住居跡に後続する。
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第4章下坂田中台遺跡西区

第3節中世以降

中世以降の遺構は溝l条、柵列 1条、土坑8基検出されている。主に西区中央部から北側に集中して分布

している。遺物は土師質土器の小皿や陶器などを中心に出土している。

1号溝（第29図）

西区の南側に位置して、東方向から西方向に走る。確認部分の全長は約 5.0m、上面幅は約 100～ 152cm、

底面の幅は約 35～ 52cm、深さは約 25～ 39cmを測る。主軸の方向はN-70。－Wを示す。底面の標高は

約28.7mを測り、概ね平坦で、ある。断面形は箱状を呈する。覆土は2層に分けられ、人為的な堆積状況を示す。

遺物は縄文時代中期から後期の土器や土師器の杯、土師質土器の内耳鍋、常滑産の室、磁器染付皿、施粕灯

明皿など398点出土しているが、この遺構に伴うと思われる遺物はすべて細片のため、図示し得なかった。

出土遺物や遺構の形状、覆土のあり方、調査区西壁に沿って走っていた現道と直交する分布状況などから判

断して近世期の土地区画溝であった可能性が高い。切り合い関係から見て、 8号土坑、 35号ピットに後続

する。

1号柵列（第 30図）

西区の北側に位置する。ピットがほぼ等間隔に位置するが、ビット列が北側に伸びる可能性もある。また、

ここでは柵列としたが、本遺構の東側に展開する掘立柱建物跡の可能性もあるが、今回の報告では現状の遺

構分布に従い、柵列と報告する。現状4基のピットがピット間平均 208cmで、N-19° -Eに直線上に分布

する。各ピットの平面形は円形ないし隅丸方形で、平均径は 35cm、深さは平均 28cmを測る。断面の柱痕や

底部に柱の痕跡や覆土の根石などは確認されなかった。遺物は出土していない。覆土の状況から中世以降の

所産であろうが、調査区西壁に沿って走っていた現道と軸方向が近接していることから、特に近世から近代

期が考えられる。切り合い関係から見ると 1号柵列 1号ピットは 28号土坑に、 l号柵列2号ピットは 26号

土坑に先行する。

16号土坑（第 31図）

西区の中央部に位置する。遺構の西側半分が調査区外である。平面形は円形を呈する。径は約 151cm、深

さは約 20cmを測る。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土

は2層に分けられ、自然な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。遺構の形状や覆土のあり方から考え

て、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 18号ピットに後続する。

18号土坑（第31図）

西区の北側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 91cm、深さは約 36cmを測る。断面形は箱状を呈

し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 3層に分けられ、人為的な埋没状況

を呈する。遺物は縄文時代後期中葉加曽利B式期などの土器が5点出土しているが、すべて細片のため図示

し得なかった。出土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。

20号土坑（第 31図）

西区の中央部に位置する。遺構の西側 2I 3が調査区外である。平面形は楕円形を呈する。長
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第4章下坂田中台遺跡西区

A 
29. 30m A’ 

(1 :60) 2m 

1号溝
1 10YR2/2 黒褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 黒色土を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

第 29図 1号溝
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i 25号土坑 j / 28号土坑 ・’ ＼ 

A P4 
29. 30m P3 A’ 

(1 :60) 2m 

1号柵列 P1 
1 10YR2/3 黒褐色士層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

1号柵列 P2 
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

1号柵列 P3 
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

1号柵列 P4 
1 10YR2/3 黒褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

第 30図 1号柵列

径は約 144cm、短径は現状約 44cm、深さは約 7cmを測る。主軸方向は N-12° -Eを示す。断

面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は単一層

で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利 E式期などの土器が 2点出土し

ているが、すべて細片のため図示し得なかった。出土遺物や遺構の形状や覆土のあり方から考え

て、中世以降の 25～ 28号土坑などと同様な抜根痕の可能性を持つ土坑であろう。
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第4章下坂田中台遺跡西区

：。」
20号土坑

A’ 
~ 

A’ 

ミニプノ
A’ ~9. 40m A' 

「に工ニニア1ギ斗
16号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ロームブロック・ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

18号土坑
1 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒を多量に含む。やや粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR2/3 黒褐色土層 ローム粒主体。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
3 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

20号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

一一」； 21号土坑
1 10YR2/3 黒褐色土層
2 10YR2/3 黒褐色土層
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土層
4 10YR4/4 褐色土層
5 10YR4/3 にぶい黄褐色土層

A’ 6 10YR4/3 にぶい黄褐色土層
A 
29. 40m 

ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒・ロームブロックを微量含む。粘性を持ち、
やや締まりに欠ける。
ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

3号竪穴住居跡覆土 7 10YR4/4 褐色土層
8 10YR2/3 黒褐色土層

＿＿＿－＼－平プ 25号土坑

〉・ヘ＼

A 

A 
29. 40m 

一「＼

26号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

締まる。

~ 26号土坑

A 

A’ 
，（、

A 
30. OOm A’ 

A’ 

(1 :60) 2m 

第31図 16・18・20・21・25・26号土坑

21号土坑（第 31図）

西区の北側に位置する。平面形は不整円形を呈する。径は約 104cm、深さは約 41cmを測る。断面形は箱

状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 8層に分けられ、人為的な埋

没状況を呈する。遺物は縄文時代中期や後期などの土器や土師器の杯や警が 11点出土している。出土遺物

や遺構の形状や覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。

25号土坑（第 31図）

西区の北側に位置する。平面形は不整円形を呈する。長径は約 211cm、短径は約 151cm、深さは約 18cm 

可
l
ム

円
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A 

27号土坑

／／  

＼ミ二シ／
A’ 

A 
30. OOm A’ 

(1 :60) 2m 
A 
29. 10m A’ 

27号土坑
1 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を

持ち、やや締まりに欠ける。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を

持ち、締まる。

28号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘

性を持ち、やや締まる。

第 32図 27・28号土坑

Fア 。 ( 1 3) 10cm 

第33図 27号土坑出土遺物

第 15表 27号土坑出土遺物観察表

を測る。主軸方向はN-22° -Eを示す。断面形は箱状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は

概ね平坦である。遺物は出土していない。中世以降の 20・26～ 28号土坑などと同様な抜根痕の可能性を持

つ土坑であろう。切り合い関係から見て 26号土坑に後続する。

26号土坑（第31図）

西区の北側に位置する。遺構の南壁の一部が撹乱により破壊されている。平面形は不整隅丸方形を呈する。

長径は現状約 175cm、短径は約 223cm、深さは約 20cmを測る。主軸方向はN-72° -Eを示す。断面形は

皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。人為的な埋没状況を呈する。遺物は

縄文時代中期の土器など6点出土している。中世以降の 20・27.28・30号土坑などと同様な抜根痕の可能

性を持つ土坑であろう。切り合い関係から見て 25号土坑に先行して、 l号柵列2号ピットに後続する。

27号土坑（第32・33図）

西区の北側に位置する。遺構の西側 213が調査区外である。平面形は楕円形を呈する。長径は現状約

214 cm、短径は現状約 57cm、深さは約 9cmを測る。主軸方向はN-21° -Eを示す。断面形は皿状を呈し、

壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈す

る。遺物は縄文時代後期中葉加曽利B式期や後期後葉安行式期の土器、黒曜石の剥片、土師器の杯や護、陶

つ臼qu
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器の壷など 19点出土している。このうちこの遺構に伴うものとして陶器の壷を 1点図示した。中世以降の

20・25～ 27号土坑などと同様な抜根痕の可能性を持つ土坑であろう。

28号土坑（第32図）

西区の北側に位置する。遺構の北壁の一部が撹乱により破壊されている。平面形は隅丸方形を呈する。長

径は約 304cm、短径は約 245cm、深さは約 28～ 31cmを測る。主軸方向はN-82。－ Eを示す。断面形は

皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況

を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期や後期中葉加曽利B式期の土器など 14点出土しているが、

この遺構に伴うと思われる遺物は出土していない。中世以降の 20・25～ 27号土坑などと同様な抜根痕の可

能性を持つ土坑であろう。切り合い関係から見て l号柵列 1号ピットに後続する。
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第4節ピット（第 34～ 36図）

西区で検出されたピットは 35基を数える。ビットは調査区の中央部から南側に分布を密にしている。大

半は深さ 40cm以下の浅いピットであるが、 3・7号ピットのみ 90cm弱の深さを持つ。また、この2つのピッ

トのみ底部に柱のあたりとみられる硬化部分が確認された。時代は基本的には縄文時代の覆土を持つピット

である。ここでは個別に言及していかずに、平面図および断面図とビット一覧表でその要素を示していく。

また、ピットから縄文時代中期中葉阿玉台期から土師器まで66点の遺物が出土している。このうち 10点の

遺物を図示した。 1・2は2号ピット出土の縄文時代中期中葉阿玉台E式期の深鉢である。 3は5号ピット

出土の縄文時代中期後葉加曽利E式期の深鉢、 4は7号ピット出土の縄文時代中期後葉加曽利EE式期の深

鉢、 5・6は8号ピット出土の縄文時代中期後葉加曽利E式及び後期後葉安行l式期の深鉢、 7は10号ピッ

ト出土の縄文時代後期前葉称名寺 l式期の深鉢、 8は13号ビット出土の縄文時代後期中葉堀ノ内2式期の

深鉢、 9は15号ピット出土の縄文時代中期後葉加曽利E式期の深鉢、 10は時期不明の深鉢底部である。

A 
29. 20m 

、斗三号ピット

」（九」

A 
29. 30m A' 

v 

3号ピット
、手千＼

L_  ¥n¥」

A’ A 
29. 30m 

A 
29. 40m 

u 
1号ピット
1 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、や

や締まりに欠ける。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

2号ピット
1 10YR4/6 褐色士層 ローム粒を微量含む。やや粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR4/4 褐色土層 ローム粒・暗褐色土粒を少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。

3号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

5号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

6号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

7号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、やや

締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム土を多量に、暗褐色土を少量含

む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR3/4 暗褐色士層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、やや

締まる。

• ＼~－－～ー＼

二モ〉！」
A’ 

~~－ 

10号ピット 9号ピット

~CQX9 

A’ 

A 
29. 40m 

万ミア

（ノケ
＼＿~二τ。」

A 
29. 40m A' 

て立一

A’ 

A’ 
A 
29. 40rn A’ 

六豆：
(1 :60) 2m 

8号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

9号ピット
1 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘性を

持ち、やや締まる。

10号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色士層 ローム粒・暗褐色土粒を少量含む。粘性を持

ち、やや締まる。

11号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

第 34図 1～ 3・5～ 11号ピット
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12号ピット 14号ピット

~＠」」O 」
A 
29. 40m 

1モメ3

／止平7

18号ピット

~5再坑
A 
30. OOm 
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24号ピット
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15号ピット

Lノ＠」 」。」 」。」

~9. 40m 
~9. 40m A' ~9. 20m A’ 

A’ 

可ア、j
はJ

撹苦L

A’ 

町0号ピツ」w」
A 
29. 40m 

六ヨ－

A’ 

。＼

＼ぶメ＂1

ピ

J
4
4／
／

 

A’ 

。」
寸F

12号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締

まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
3 10YR4/4 褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

14号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

15号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

16号ピット
1 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

17号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

18号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。

29号ピット

~ 
」／宍＼」

A 
29. 50m 

ミ耳

¥ 23-lj-t'-, f-

」 O 」

A’ A 
29. 30m 

ーモア
A’ A’ 

「ナ

ぺ33号ピツト

」 c_K

一文U一

(1・： 60) 2m 

20号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

21号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

23号ピット
1 10YR3/4 a音褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、締まる。

24号ピット
1 10YR4/6 褐色土層 褐色土を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

29号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを微量含む。粘性を持

ち、締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

32号ピット
1 10YR4/6 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を微量、黒色土を少量含む。粘性を持ち、

締まる。
19号ピット
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒・ローム土を少量含む。粘性を持

ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒・ロームブロックを少量含む。粘

性を持ち、締まる。

33号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

第 35図 12・14～ 21・23・24・29.32・33号ピット

F
h
u
 

円ぺ
U



第4章下坂田中台遺跡西区

第 16表 ピット一覧表

l号ピット｜南側｜ 楕円形 I 46 I 3o ｜逆円錐状I29.i I 2s I 2号ピットに先行する

2号ピット｜南側｜ 円形 ｜ 必 ｜ － ｜逆円錐状1 29.1 1 33 I l号ピットに後続する

3号ピット｜南側｜ 方形 ｜φ1 40 I 筒状 I 29.1 I 83 I 

4号ピット｜南側｜ 楕円形 I 42 I 辺 ｜ 筒状 I 29.1 I 25 I 闘士坑に後続する

5号ピット｜南側｜不整楕円形1n I 47 ｜逆台形状I29.2 I 24 I 

なし ｜縄文時代

縄文土器2点 ｜縄文時代

なし

縄文土器2点

中世以降

中世以降

縄文土器2点 ｜縄文時代

6号ピット｜南側｜不整円形｜ 39 I -I 筒状 I 29.2 I 20 I 7号土坑に後続する ！ なし ｜中世以降

7号ピット｜南側｜隅丸方形 I<49> I 49 I 筒状 い9.3I 85 I - i 土師器杯＼~~~ ＊！！！文土器｜中世以降

8号ピット｜南側｜ 円形 I 50 I -I 筒状 I 29.2 I 33 I - I 縄文土器却点 ｜縄文時代

9号ピット l南側｜ 円形 I 42 I -I 筒状 I 292 I 20 I 10号ピットに先行する

附ピット｜南側｜ 楕円形 ｜ 必 I 33 I 筒状 I 29.2 I 羽 ｜ 9号ピットに後続する

11号ピット｜南側｜ 楕円形 I 42 I 37 I 筒状 I 29.3 I 38 I 

ロ号ピット｜南側｜ 円形 ｜ 岨 ｜ － ｜ 筒状 I 29.3 I ぉ

13号ピット｜南側｜隅丸方形｜ 30 I 22 I 籍状 I 28.9 I 10 I 3号土坑に先行する

14号ピット｜南側｜ 楕円形 I 49 I 43 I 1筒状 I 29.1 I 17 I 
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筒状 I 29.i I 20 

筒状 I 29.i I 16 
17号ピット｜南側｜ 円形 I 24 I I 筒状 I 29.i I 36 
18号ピット｜中央部｜ 楕円形 I <4叶 51 1逆台形状I29.3 I 25 I 肘土坑に後続する

肘ピット｜中央部｜ 円形 I 39 I -｜筒状 I29.2 I 21 I 

20号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 37 I 33 1逆円錐状I29.2 I 20 
21号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 49 I 33 I 筒状 I 292 I 39 
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口
す
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す
一
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す

っ山一

η
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ワ
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一
つ
ム
一
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筒状 I 29.2 I 26 

筒状 I 29.2 1 22 

筒状 I 292 I 21 

縄文土器5点 ｜縄文時代

縄文土器3点 ｜縄文時代

縄文土器1点 ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

縄文土器5点 ｜縄文時代

縄文土器2点 ｜縄文時代

縄文土器4点 ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

縄文土器3点 ｜散時代

縄文土器3点 ｜縄文時代

縄文土器2点 ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

縄文磨石l点、土器3点l縄文時代

縄文土器l点 ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

お号ピット｜南側｜ 円形 I 35 I -I 筒状 I 2s.7 I 9 I 11号土坑に先行する

26号ピット｜南側｜ 円形 I 45 I -I 筒状 I 2s.7 I 41 I 間土坑に先行する

27号ピット｜中央部｜不整楕円形｜ 32 I 20 I 筒状 I 29.i I 21 I 15号士坑に先行する

28号ピット｜中央部

29号ピット｜北側

30号ピツト｜中央部

31号ピツト｜中央部

32号ピット｜北側

筒状 I 29.i 

筒状 I 29. 

筒状 I 29.1 

筒状 1 29.o 

筒状 I 29.i 

円形

円形

円形

円形

円形

川
崎
一
回
一
お

6 

13 

20 I 1号竪穴住居跡に先行す
｜ る

30 I 同土坑に先行する

25 

22 

47 

33号ピット｜中央部｜ 円形 I 36 I -I 筒状 I 292 I 20 
出号ピット｜南側｜不整円形｜ 25 I -I 筒状 I 29.0 I 18 I 附土坑に先行する

35号ピット｜南側｜ 楕円形 I 3s I 26 I 筒状 I 2s.7 I 15 I 1号溝に先行する

札
一
引
い
一
札
一
札
一
札
一
札
一
札
一
札

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文時代

中世以降

縄文時代

縄文時代

縄文時代

縄文土器l点 ｜縄文時代

なし ｜縄文時代

なし l縄文時代

po 
円

J
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＼ 」イ〆三」P-2 1 P-5 3 
P-7 4 

、警言「、 日雪ρP-8 6 

P-8 5 P-10 7 P-13 8 
P-15 9 

＼ 』こグ 。 ( 1 3) 10cm 

第 36図 ピット出土遺物

第 17表 ピット出土遺物観察表

12号ピッ
内面にぶい黄

阿玉台E式期
縄文土器 i架鉢 口縁部 細片 <3.4> (9.5）砂粒金雲母多ー褐色 全面ナデ。

ト
外面灰黄褐色 好

2と同一個体

12号ピッ
縄文土器 深鉢

胴部～底
細片 <5.6> 

砂粒金雲母多 内外面にぶい 良口縁部長く僅かに外反。下位に横走する 阿玉台E式期

ト 音日 量 黄櫨色 好隆帯を貼り付け。 lと同一個体

15号ピツ
縄文土器 深鉢 服部 細片 く3.4>

白赤色粒子微 内面明黄褐色 良
加曽利E式期

ト 量 外面黄褐色
好 状線を横及び斜走。

17号ピッ
縄文土器 j采鉢 胴昔日 細片 く4.7>

白色粒子・砂粒・ 内面明黄褐色 良 RL縄文を施文後、 i定線を多条に垂下さ ｜加曽干IJEE式期
ト 白雲母片多量 外面暗褐色 好せる。

内面にぶい黄

18号ピツ
縄文土器 深鉢 胴部 細片 く3.5>

白色粒子砂粒 澄色
好良｜地文として LR縄文を施文。 ｜加曽矛IJE式期

ト 少量 外面にぶい黄

褐色

18号ピツ
縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く1.6>

白色粒子砂粒
内外面黒褐色:1平縁深鉢。口縁部直下に一条の沈線。 ｜安行 l式期

ト 微量

I 10号 白色粒子砂粒
内面にぶい糧

良｜｜地文として縄文を施文後、沈線の入組文｜称名寺 l式期縄文土器 深鉢 胴部 細片 く2.8> 色
ピット 少量

外面黒褐色
好を施す。

I 13号
縄文土器 深鉢 胴部 細片 <3.8> 

白黒色粒子少
内外面黄褐色 好良｜横走する沈線、を多条に施す。 ｜堀ノ内2式期

ピット 量

I 15号 白色粒子砂粒
内面にぶい赤

縄文土器 深鉢 胴音日 細片 く4.4> 褐色 女良子｜胴部外面撚糸文。内面ナデ。 ｜加曽利E式期
ピット 少量

外面明赤褐色

川；？え｜縄文土器｜ 深鉢 ｜底部

白色粒子少量、

｜細片｜ - I <1.5> I (7_2) Ii赤色粒子砂粒~＝ :::  1:1全面ナデo

微量

可
i

q
t
u
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第5節遺構外出土遺物（第 37～ 43図）

ここでは遺構に伴わない遺物や、表土出土の遺物をまとめて言及していく。主体となるものは表土出土で

ある。大半が細片のため時期が判断できる遺物は少なかった。内訳は、縄文時代中期中葉阿玉台期から中世

の土師質土器の内耳鍋、近代瓦などである。このうち 138点図示することが出来た。 l～ 14は縄文時代中

期後葉加曽利E式期の土器である。加曽利E式はE期から出土している。 15～ 22は縄文時代後期前葉称名

寺式期の土器である。 23～ 40は縄文時代後期前葉から中葉堀ノ内式期の土器である。 32は鉢と思われる、

39は把手部、 33・40は突起部である。 41～ 93は縄文時代後期中葉加曽利B式期の土器である。 41・54・

80・81は浅鉢と思われる。 52.53. 78・79は浅鉢である。 82は査型土器と思われる。 94～ 119は縄文時代

後期後葉後期安行式期である。 114・119は異型台付土器の底部及び胴部である。 120～ 125は縄文時代後期

の土器底部、 125は後期の脚付皿、 126は後期の注目土器の注口部である。 127は加曽利B式期の土器を利

用した土製円盤である。 128～ 131は縄文時代の石器である。石皿や凹石、磨石、黒曜石製の剥片である。

古墳時代前期の土器も僅かに出土していて、 132・133の土師器壷である。 4世紀代であろう。また、 1

～ 3号竪穴住居跡と概ね重なる時代の遺物は、表土から 134の須恵器の葦杯が、 1号溝から 135の土師器の

内面黒色化した杯、 136の21号土坑から土師器の斐がそれぞれ出土している。

中世以降では、遺物はあるものの大半は細片で、 137・138の土師質土器の内耳鍋を図示し得たにとどまる。

どちらも近代の 1号溝出土である。

が一、

11 

12 

14 
13 

15 。 ( 1 3) 10cm 

第 37図遺構外出土遺物（ 1 ) 
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第 42図遺構外出土遺物（6) 
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I ～／一一
I. ／三Z三二二二
I /__-____-

グ~ I ~ 

l号竪穴｜ ｜ ｜口縁部～
1 I ｜縄文土器｜ i架鉢 ｜ ｜細片

住居跡｜ ｜ ｜胴部

2 I SDOl I縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

3 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

4 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

5ISK28I縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

6 I SI02 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

7 I SI02 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 I 10 

口縁部～s I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ 占 I 10 
胴部

口縁部～
9 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜細片

胴部

10 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

l号竪穴1 I 
ll I ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

住居跡｜ ｜ 

12 I SI02 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

13 I SDOl I縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

14 I 表土 ｜縄文土器l深鉢 ｜胴部 ｜細片

1号竪A

15 I 八｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片
住居跡

16 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

17 I 表土 ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜細片

l号竪穴｜ ｜ ｜口縁邦～
18 I ｜縄文土器｜ 深鉢 ｜ ｜細片

住居跡｜ ｜ ｜胴部

135 
て

137 

133 

［ 三デ〆

市汁－J,F[97

O c 1 sJ 10cm 0 

(138) 

( 1 3) 

(132～137) 

10cm 

第 43図遺構外出土遺物（7) 

第 18表遺構外出土遺物観察表

く2.5>

く4.5>

一＇ <3.6> 

' <3.2> 

く5目4>

く5.2>

く6.4>

く4.4>

<5.1> 

一 l く5.5>

一＇ <2.2> 

l く4.2>

く5.7>

く4.3>

く7.9>

- ' <5.8> 

' <3.3> 

- ' <4.6> 

白色粒子・砂粒・｜ ｜良｜波状縁深鉢。口縁部直下に沈線を一条
' ｜内外商：澄色 ｜ ｜ 。｜加曽利EE式期
白雲母片少量 ｜ ｜好｜その下位に RL縄文を施文。

白色粒子・石英｜ ｜ ｜ 
｜内外面：明黄褐｜良｜外面多方向に LR縄文を施文後、沈線を

l粒多量、白雲母｜ ｜ ｜ ｜加曽利EE式期
｜色 ｜好｜垂下。

片少量 ｜ ｜ ｜ 

白・赤色粒子・｜内外面：にぶい｜良｜深い沈線を横走させ、その下位に RL縄
｜ ｜ ｜ ｜加曽利EE式期

砂粒少量 ｜黄澄色 ｜好｜文を施文後、豆状の刺突文を施す。

白色粒子・砂粒｜内商・澄色 ｜良｜ ' 
I I ILR縄文。 ｜加曽利EE式期

少量 ｜外面明黄褐色｜好｜ ｜ 

白・赤色粒子微｜内外国．明赤褐｜良｜ ｜加曽利EE～N 
｜ ！ ｜胴部外面RL縄文を施文。内面ナデ。 ｜ 

量 ｜色 ｜好｜ ｜式期

白色粒子少量、｜内外面’にぶい｜良｜ ｜加曽利EE～N 
｜ ｜ ｜地文として LR縄文を横走。 ｜ 

砂粒多量 ｜黄澄色 ｜好｜ ｜式期

白色粒子少量、｜内面明・赤褐色｜良｜地文として LR縄文を施文後、平行する｜加曽利EE～W 

砂粒多量 ｜外面明 黄褐色｜好｜沈線を垂下させ、その内側を磨り消す。 ｜式期

I I ｜口縁部外面直下に沈線が一条。その下位｜
！内外面・にぶい｜良｜ ｜ 

白色粒子少量 ｜ ｜ ｜ド RL縄文を施文後、沈線による横長の｜加曽利EN式期
l黄褐色 ｜好｜」 I 

｜ ｜楕円文で区画。

白色粒子・ ｜ ｜ ｜ 
｜内外面・明黄褐｜良｜

一 ’チャート粒・石｜ ｜ ｜口縁部直下に 1条の沈線。 ｜加曽利EN式期
｜色｜好B

英粒多量 ｜ ｜ 

｜内面にぶい褐｜ 』

｜ ｜良ILR縄文を地文として施文後、縦走する－ l白色粒子少量 ｜色 ｜ ｜ ｜加曽利EN式期
' ｜好｜平行沈線を垂下。
外面・澄色 ｜ ｜ 

I I良I I 一 l白色粒子微量 ｜内外面．黄澄色｜ ｜撚糸文を斜走。 ｜加曽利E式期
｜ ｜｜好｜｜

｜白色粒子・砂粒｜ ｜良｜地文として粗雑な縄文を施文。 7～9条｜
｜ ｜内外面白樫色 ｜ ｜ ｜加曽利E式期
多量 ｜ ｜好11単位の条線を蛇行させ垂下。 ' 

白色粒子少量、｜ u 
目砂粒多量、白雲｜内外面：燈色 ｜三16～8条l単位の条線を蛇行させ垂下。 ｜加曽利E式期
母片微量 ｜ l川

｜内面・にぶい黄l

白色粒子・砂粒｜ ｜ 
｜澄色 ｜日｜外面全面に撚糸文を横走。 ｜加曽利E式期

少量 ｜ ｜好
｜外面白黒褐色 ｜川

白色粒子少量、｜内面白黒褐色 ｜良｜地文として RL縄文を施し、蛇行する沈
｜ ｜ ｜ ｜称名寺l式期

砂粒多量 ｜外面．澄色 ｜好｜線を横走。

白色粒子・ ｜ ｜ ｜ 
｜内外面：明赤褐｜良ILR縄文を施文後、沈線を施しその内側

一 lチャート粒少 ｜ ｜ ｜ ｜称名寺l式期
｜色 ｜好｜を磨り消す。

量、石英粒多量｜ ｜ ｜ 

｜内面・黒褐色 ｜ ｜ 
｜ ｜良｜沈線による入組文で区画し、その内部ド－ l白色粒子少量 ｜外面．にぶい黄｜ ｜ 」｜称名寺l式期
' ｜好IRL縄文を充填。
澄色 ｜ ｜ 

I I ｜波状縁深鉢。波頂部に円文。口縁部下位
白色粒子・白雲｜内外面．にぶい｜良｜

I I ｜に沈線を横走。そこから蛇行する沈線を｜称名寺2式期
母微量 ｜褐色 ｜好｜

' ' l垂下。

-44 -
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19 l号竪穴 縄文土器 深鉢 日阿部 細片 く6.1>
白色粒子砂粒 内外面暗黄褐 良沈線による入組文を施し、沈線内に刺突

称名寺2式期
住居跡 少量 色 好文を施文。

20 SI02 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.1>
白色粒子微量、 内外面にぶい 良地文として RL縄文を施文後、沈線で入

称名寺2式期
砂粒少量 黄澄色 好組文を施し、その沈線聞を擦り消す。

l号竪穴
白色粒子砂粒 Z平行する沈線を僅かに蛇行問峰。21 

住居跡
縄文土器 深鉢 胴部 細片 く6.8> 少量、白雲母微 内外商糧色 称名寺2式期

量

22 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く3.2>
白色粒子少量、

内外面澄色
良 2条の沈線を垂下させ、その聞に短い沈

称名寺2式期
砂粒微量 好線を施文。

口縁部～
白色粒子多量

内外面明黄褐
良口縁部直下に一条の沈線。胴部外面LR 

23 SI02 縄文土器 深鉢
日間部

10 く8.0> 白雲母石英粒
色

女子 縄文を施文後4～5条単位の平行沈線を 堀ノ内 l式期

少量 横及び波状に施す。

白色粒子石英
内外面にぶい 良内外面粗雑なナデを施し、 2条の平行沈

24 SI02 縄文土器 深鉢 胴部 10 く8.1> 粒多量、白雲母 堀ノ内 l式期

片少量
黄糧色 好線を垂下。

25 SI02 縄文土器 深鉢 』岡部 細片 く3.4>
白色粒子少量、 内面明黄褐色 良胴部外面LR細縄文を施文後横及び縦方

堀ノ内 1式期
砂粒多量 外面暗褐色 好向の沈線と隆線を施す。隆線上に刻み。

26 SI02 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く6.0>
白色粒子多量、 内外面にぶい 良粗製深鉢。地文として LR縄文を施文後、

堀ノ内 l式期
石英少量 黄櫨色 好平行する沈線で三角形に区画。

l号竪穴 白色粒子多量、
内面にぶい褐

不地文として LR縄文を施文後、平行する
27 

住居跡
縄文土器 深鉢 胴部 細片 く6.4>

チャート粒少量
色

良沈線や蛇行する沈線を施文。下位無文。
堀ノ内 l式期

外面明黄褐色

白色粒子白 内面澄色 L R縄文を施文後、大型の上下に刺突を

28 表土 縄文土器 深鉢 1阿部 10 く5.9> 雲母片多量、 外面にぶい黄 良好 持つ貼り付け文。それを中心に沈線で入 堀ノ内 1式期

チャート粒少量 糧色 組文を施文。入組文聞を磨消す。

白色粒子砂粒
内面糧色

良外面に刺突文。地文として RL縄文を施
29 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 <3.8> 

少量
外面にぶい黄

好文後、横及び弧走する沈線を施す。
堀ノ内 l式期

色

白色粒子石英 内面澄色 E沈線による入組文。30 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く3.3> 粒少量、白雲母 外面にぶい樫 堀ノ内 l式期

片微量 色

31 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.3> 白色粒子少量
内外面暗赤褐 良地文として RL縄文を施文後、沈線によ

堀ノ内 l式期
色 好る入組文を施文。

口縁部～
白色粒子白雲 内面にぶい黄

良無文。口縁部直下で僅かに角度を変える。
32 SI02 縄文土器 鉢ヵ

胴部
品目片 <3.8> 母片少量、砂粒 糧色

好内外国ナデ。
堀ノ内 1式期

微量 外面暗褐色

33 表土 縄文土器 i采鉢 突起部 細片 く4.5>
白赤色粒子多 内外面にぶい2上面に lケ所、正面に5ケ所の円文。 堀ノ内 l式期
量 黄褐色

34 
l号竪穴

縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.5>
白色粒子微量、

内外面槍色
不平行する 3条の沈線を横走。平行する 4

堀ノ内2式期
住居跡 胴部 砂粒少量 良条の沈線、を垂下。

口縁部～ 白色粒子砂粒
内面にぶい褐

良口縁部直立。直下に沈線を一条。 2ヶ所
35 SI02 縄文土器 深鉢

胴部
細片 く3.4>

少量
色

好 l単位の刺突文。下位に沈線。
堀ノ内2式期

外 面 澄 色

36 SDOl 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く3.9>
白色粒子多量、 内外面にぶい 良波状縁深鉢の波頂部。波頂部の上面及び

堀ノ内2式期
白雲母片微量 黄櫨色 好その下位に沈線による渦巻き文。

白色粒子白雲
内外面明黄褐 良胴部外面縄文。雷状の沈線を施文。内面

37 SI02 縄文土器 深鉢 日岡部 細片 く3.2> 母片微量、石英 堀ノ内2式期

粒多量
色 好ナデ。

38 表土 縄文土器 深鉢 日同部 細片 く5.0>
白赤色粒子微

内外面糧色
良

堀ノ内2式期
I 

好無刻隆帯を横走。

39 表土 縄文土器 深鉢 把手部 10 く5.8>
白色粒子少量、 内外面明赤褐 良全面ナデ。側面及び上面に円文や楕円文

堀ノ内2式期
白雲母片微量 色 好を施す。

白色粒子砂粒
内外面暗赤褐 良波状縁深鉢の突起部分。沈線による入組

40 表土 縄文土器 深鉢 突起部 10 <5.8> 多量、チャート 堀ノ内2式期

粒少量
色 好文及び円文を施す。

41 SDOl 縄文土器 浅鉢ヵ
口縁部～

細片 く6.1> 白色粒子多量
内面赤褐色 良波状縁。口縁部内面段を作り出す。外面

加曽利B1式期
日間部 外 面 樫 色 好 LR縄文を全面に施文。

42 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 く5.4> 白色粒子少量
内面黄褐色

良平縁深鉢。口縁部玉縁状に肥厚。外商直

加曽利Bl式期
胴部 外 面 糧 色

好 下に横走する刺突文、 LR縄文。下位に

沈線を l条横走。

43 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 <3.6> 
白色粒子多量、

内外面澄色
良波状縁深鉢。隆起帯無文。下位沈線一条

加曽利B1式期
胴部 白雲母片少量 好を横走、 LR縄文を施文。

44 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く2.4> 白色粒子少量
内外面にぶい 良平縁深鉢。口縁部内面に沈線を 1条。外

加曽利Bl式期
黄褐色 好面RL縄文を施文。

白色粒子少量、 内外面にぶい
波状縁深鉢。口縁部肥厚して外面に縦位

45 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く3.7>
白雲母微量 糧色

好良のキザミ。下位にキザミを伴う隆線を横 加曽利Bl式期

走。地文無文。

46 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.4>
白赤色粒子少 内外面明赤褐 良弱い波状縁深鉢。口縁部肥厚させ、外面

加曽利B1式期
胴部 量、砂粒微量 色 好に縦位のキザミを施文。胴部外面無文。

口縁部～
白色粒子・砂粒・ ~~い波状縁深鉢。口縁部外面直下に沈線

47 表土 縄文土器 深鉢 20 く7.0> 白雲母片少量、 内外面積色 好良を l条横走させ、その下位を肥厚。胴部 加曽利Bl式期
胴部

チャート粒微量 外面RL縄文を施文。

口縁部～
白色粒子砂粒

内面明黄色 良平縁深鉢。 RL縄文を多方向に弱く施文。
48 表土 縄文土器 深鉢 細片 <4.5> 少量、白雲母片 加曽利Bl式期

胴昔日
微量

外面暗褐色 好口縁部直下は無文。

49 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 <4.7> 
白色粒子少量、

内外面暗褐色 好良平縁深鉢。無文全面ナデ。 加曽利B1式期
白雲母多量

50 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.4> 白色粒子少量
内外面明黄褐

良平縁粗製深鉢。口縁部肥厚し、内側に l

加曽利B1式期
服部 色

好 条の沈線。押圧を伴う紐線文を施す。下

f立に多条の斜条線、その聞を刺突する。

F
h
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平縁粗製深鉢。口縁部外面斜方向押圧を

51 表土 縄文土器 i菜鉢
口縁部～

10 く7.4>
白色粒子砂粒 内面澄色 良伴う貼付文。胴部外商 RL縄文を施文後、

加曽利Bl式期
胸部 少量 外面極H音褐色 好横走する条線及び2条の平行する沈線を

施文。

52 l号竪穴 縄文土器 浅鉢 口縁部 組片 く1.9>
白黒色粒子微 内面明褐色 良口縁部内面に l条の沈線。外面 RL縄文

加曽利B2式期
住居跡 量 外 面 澄 色 好を施文後強いナデ。

白色粒子少量、 内外面明黄褐
平縁浅鉢。球状の突起を造り出し、その

53 表土 縄文土器 浅鉢 突起部 細片 く6.2>
白雲母片微量 色

好良下位に2条の沈線を巡らす。胴部内面に 加曽利B2式期

刺突及び沈線を施す。外面無文。

白色粒子。砂粒
良内面に横方向沈線を l条施文。その上位

54 SI02 縄文土器 浅鉢ヵ 胴昔日 細片 く3.3> 少量、白雲母片 内外面灰褐色 加曽利B2式期

微量
好に刻みを施す。内外国ナデ。

口縁部～
波状縁精製深鉢。口縁部平坦。胴部外面

55 SI02 縄文土器 深鉢
胴部

細片 <2.0> 白色粒子少量 内外面暗褐色5連続する押圧文。沈線 l条を師、 RL加曽利B2式期

縄文を施す。

56 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く3.6>
白色粒子多量、

内外面黒褐色
良胴部外面沈線による円文若しくは渦巻き

加曽利B2式期
白雲母片少量 好文。

57 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く3.7> 白色粒子少量
内面明黄褐色

良平縁深鉢。口縁部は短く直立し内面に l
加曽利B2式期

日同部 外 面 澄 色
好 条の沈線。胴部外面下位押圧を伴う隆線

を貼りイ寸け。下位LR縄文を施文。

白色粒子少量、
内面にぶい黄

良平行する沈線で三角形に区画後、その区
58 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.6> 褐色 加曽利B2式期

赤色粒子微量
外面暗褐色

好画内外を RL縄文を充填。

59 SDOl 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.4>
白色粒子砂粒 内面灰褐色 良沈線で入手且弧線文、内部にRL縄文。下

加曽利B2式期
少量 外面樺色 好位に入組三叉文。

60 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く3.1> (15.2) 
白赤色粒子少 内外面にぶい

不口縁部と胴部の境を外側に突出させ、口

加曽利B2式期
胴部 量 黄澄色

良縁部外側及び胴部外面に LR縄文を施文。

胴部外面に沈線を横走。

61 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 <3.8> 
白赤色粒子微

内外商黄櫨色
良平縁深鉢。口唇部平坦にしてナデ。胴部

加曽利B2式期
胴部 量 好外国LR縄文を施す。内面ナデ。

62 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.0>
白赤色粒子少

内外面樫色
良平縁深鉢。口縁部内面に l条の沈線。外

加曽利B2式期
胴部 量 好面LR縄文を施文。

63 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 <5.5> 
白色粒子多量、 内外面暗黄褐 良平縁深鉢。口縁部は大きく開く。外面に

加曽利B2式期
胴部 白雲母片微量 色 好 RL縄文を施文。

口縁部～ 内面暗褐色
平縁粗製深鉢。口縁部は肥厚させ内湾。

64 SI02 縄文土器 深鉢
胴昔日

細片 く3.4> 白色粒子少量
外面褐灰色

好良口縁部外面に紐線文。胴部に斜条線を施 加曽利B2式期

文後、横走する 2条の沈線。内商ナデ。

口縁部～ 白色粒子白雲
内面にぶい樫 良平縁粗製深鉢。ロ縁部外面に押圧を伴う

65 SI02 縄文土器 深鉢
胴部

10 く5.5>
母少量

色 好 紐線文を施す。胴部外面は RL縄文を施 加曽利B2式期

外面明褐色 文後、沈線を多条に横走。

口縁部～
内面黒褐色

良平縁深鉢。口縁部直下に数条の沈線を横
66 SK27 縄文土器 i采鉢 細片 <2.5> 白色粒子微量 外面にぶい黄 加曽利B2式期

胴部
褐色

好走。

67 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 く6.7>
白色粒子砂粒 内外面明黄褐 良波状縁深鉢。口縁部直下内面に沈線を l

加曽利B2式期
胴部 少量 色 好条、外面は全面に横走する条線を施文。

内面にぶい賞
平縁粗製深鉢。口縁部大きく聞く器形。

68 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く4.2>
白色粒子砂粒

褐色
良内面に一条の沈線を横走。外面2条の押

加曽利B2式期
少量

外面樫色
好圧を伴う紐線文を貼り付け。下位に RL

縄文を施文。

口縁部粗製深鉢。口縁部内面に l条の沈

69 表土 縄文土器 j采鉢
口縁部～

10 く5.1> 白色粒子少量
内面明黄褐色 良線。外面に押圧を伴う紐線文を貼り付る。

加曽利B2式期
日岡部 外面積色 好下位に LR縄文を施文後横走する条線を

施文。

口縁部～ 内外面にぶい
平縁深鉢。口縁部外面に LR縄文を施し、

70 表土 縄文土器 深鉢
胴部

10 く5.0> 白色粒子少量
赤褐色

好良横走及び斜走する沈線で区画。その内側 加曽利B2式期

を磨り消す。補修孔。

口縁部～ 内外国明赤褐
平縁粗製深鉢。口縁部肥厚させて、押圧

71 表土 縄文土器 j采鉢
日間部

細片 く5.6> 白色粒子少量
色

好良を伴う紐線文を施す。胴部LR縄文を施 加曽利B2式期

文後、横走する沈線を多条に施文。

口縁部～ 白色粒子・砂粒・ 内外面にぶい
平縁深鉢。口縁部肥厚して内湾。外面2

72 表土 縄文土器 i采鉢
胴部

細片 く4.0>
チャート粒少量 黄糧色

好良条の沈線を横走。その下位に斜条線を施 加曽利B2式期

す。

73 SDOl 縄文土器 深鉢 胴部 10 く9.7> 白色粒子少量
内外商にぶい 良胴部外面LR縄文を施文後斜条線を施文。

加曽利B2式期
黄糧色 好内面横方向のミガキ。

74 表土 縄文土器 深鉢 日岡部 細片 <3.3> 
白赤色粒子少 内外面にぶい 良押圧を伴う紐線状隆線を貼り付け横走。

加曽利B2式期
量 褐色 好下位多条の斜条線。内面ナデ。

75 SDOl 縄文土器 J菜鉢 胴部 細片 く4.7>
白色粒子砂粒 内外面明赤褐 良胴部外面地文として粗雑なLR縄文を施

加曽利B2式期
少量 色 好文後、数条の平行する沈線を横走。

白色粒子砂粒
内面にぶい黄

好良粗雑な RL縄文を施文後、数条の斜条線。76 SDOl 縄文土器 j菜鉢 胴部 細片 く5.0> 澄色 加曽利B2式期
少量

外面褐色

77 表土 縄文土器 i采鉢 胴部 細片 <3.2> 
白色粒子

内外面 H音褐色
良 1条の沈線を横走し、その下位に縦位の

加曽利B2式期
チャート粒少量 好キザミ、斜条文を施文。

78 SDOl 縄文土器 浅鉢
口縁部～

細片 く3.4>
白色粒子白雲

内外面赤褐色
良口縁部内面直下に一条の沈線。外面 LR

加曽利B3式期
胴部 母片少量 好縄文を施文後、交差する斜条線。

79 
l号竪穴

縄文土器 浅鉢 口縁部 細片 く2.3> 白色粒子微量
内外面にぶい 良外面無文。口縁文内面にキザミ。その下

加曽利B3式期
住居跡 褐色 好位に連続刺突文。内面丁寧なナデ。

口縁部～
白色粒子少量、 良口縁部は内湾して内側に突出する。口縁

80 SI02 縄文土器 浅鉢ヵ
胴部

細片 <2.8> チャート粒白 内外面積色 好部直下に組線文を施す、下位ナデ。内面 加曽利B3式期

雲母片微量 ナデ。

口縁部～ 内外面にぶい
口縁部を V字状に窪ませる。口縁部外商

81 SI02 縄文土器 浅鉢ヵ
日岡部

細片 く2.1> 白色粒子少量
褐色

好良を面取り。内面下位に沈線を横走。外面 加曽利B3式期

ナデ。
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82 SI02 縄文土器
壷型土 口縁部～

細片 く3.1>
白色粒子少量、

内外面糧色

良口縁部大きく外反する。口縁部と胴部の

加曽利B3式期
器ヵ 目岡部 白雲母片微量

好 境に刻みを施す。胴部外面「八」字状の

斜条線。

83 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 <2.9> 
白色粒子少量、

内外商桂色
良波状縁深鉢。口縁部直下に斜走する沈線

加曽利B3式期
胴部 砂粒微量 好で区画し、その下位に RL縄文を施す。

口縁部～
内面灰褐色 良平縁深鉢。口縁部が内側に折れ込む。口

84 SI02 縄文土器 深鉢
胴部

細片 く3.3> 白色粒子多量 外面にぶい黄 好 縁部外面直下に l条の沈線。下位RL縄 加曽利B3式期

糧色 文を施文。

平縁粗製深鉢。口縁部直下に押圧を伴う

85 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 く7.4> 白色粒子少量 内外面明褐色
良紐線文を施す。胴部 RL縄文を施文後、

加曽利B3式期
目同部 好粗雑な斜条線。内面口縁部直下に窪み。

下位へラ状工具で横方向ナデ。

平縁粗製深鉢。口縁部僅かに内傾させ、

86 SI02 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く3.8>
白赤色粒子 内外面にぶい 良内面に l条の沈線。外面直下に押圧を伴

加曽利B3式期
目同部 砂粒少量 黄澄色 好う紐線文を貼り付け、胴部に RL縄文を

施文。

平縁粗製深鉢。口縁部が大きく内湾する

87 SDOl 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く2.6> 白色粒子多量 内外面糧色
良器形。口唇部を僅かに窪ませる。胴部LR

加曽利B3式期
胴昔日 好縄文を施文後、多条の交差する条線を斜

走。

口縁部～
白色粒子砂粒 良平縁粗製深鉢。口縁部外面を連続して押

88 表土 縄文土器 深鉢
胴部

10 く6.9> 少量、白雲母片 内外面積色 好圧。内面に沈線を l条。。胴部LR縄文を 加曽利B3式期

微量 施文後、横走する条線。

89 SK28 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.0>
白色粒子、石英 内外面明赤褐 良平縁粗製深鉢。口縁部玉縁状、外面に刻み。

加曽利B3式期
胴部 微量 色 好胴部外面斜状線。内面ナデ。

白色粒子少量、
平縁深鉢。口縁部大きく聞く器形。口縁

90 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く5.4>
砂粒微量

内外面黄櫨色5部内面に沈線を一条、外面 LR縄文を施 加曽利B3式期

文後、交差する斜方向の沈線を施文。

91 SI02 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く6.0>
白色粒子砂粒 内外面明黄褐 良地文として LR縄文を施文後、父差する

加曽利B3式期
少量 色 好斜状線を施文。

白赤色粒子微
内面にぶい黄

良
92 表土 縄文土器 深鉢 日間部 細片 く2.5>

量
権色 好 縦位のキザミを横走。下位斜条線。 加曽利B3式期

外面黒褐色

93 表土 縄文土器 i采鉢 胴昔日 細片 く3.8> 白色粒子少量
内外面にぶい 良 LR縄文を施文後、斜走する沈線と交差

加曽利B3式期
黄櫨色 好させ施文。

l号竪穴
縄文土器 i采鉢 口縁部 細片 く2.9>

白色粒子少量、
内外面澄色

良平縁精製深鉢。口縁部僅かに上方へ突出

安行 1式期94 
住居跡 石英微量

好 させ、キザミ。外面平行する沈線を横走。

その聞に LR縄文を施す。

波状縁精製深鉢。口縁部外面及びその下

95 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 10 く4.5>
白色粒子少量、 内外面 H音赤褐 良位に有刻の突起。隆帯部に RL縄文。有

安行l式期
砂粒微量 色 好刻の隆線文、円文を施す。口縁部は折り

返し。

内面にぶい褐

96 表土 縄文土器 深鉢
ロ縁部～

細片 <4.0> 
白色粒子砂粒 色 良波状縁深鉢。口縁部無文。下位 LR縄文

安行l式期
胴部 少量 外面にぶい糧 好を斜走。

色

97 表土 縄文土器 j架鉢 口縁部 細片 く2.8> 白色粒子少量
内面明黄褐色

良 i皮状縁深鉢。口縁部が大きく広がり、上

安行 l式期
外面黒褐色

好方に折られる。外面 LR縄文を施文後、

数条の沈線を斜走。

98 表土 縄文土器 j架鉢 口縁部 細片 く3.5>
白赤色粒子 内外面明赤褐

良ロ縁部肥厚し上方に摘み上げる。外面白

安行 l式期
砂粒少量 色

好縁部直下に LR縄文を施す。下位横位沈

線で区画。

99 l号竪穴 口縁部～ 白色粒子砂粒
~~い波状縁深鉢。口縁部内面に一条の沈

縄文土器 i采鉢 細片 く3.2> 内外面燈色 好良線。外面直下に押圧を伴う紐線文を貼り 安行l式期
住居跡 胴部 少量

付け。斜条線。

100 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く2.1> 白色粒子少量 内外面暗褐色
良波状縁深鉢。口縁部外面を面取り。外面

安行l式期
好入組文を施す。

口縁部～
白色粒子砂粒

内外面にぶい 良無文の平縁深鉢。口縁部肥厚して口唇部
101 表土 縄文土器 深鉢

胴部
細片 く3.6> 少量、白雲母片

黄褐色 好は平坦。
安行 l式期

微量

口縁部～ 白色粒子少量、 内面暗赤褐色
平縁粗製深鉢。口縁部僅かに肥圧。内面

102 表土 縄文土器 深鉢
月岡部

細片 <5.7> 
砂粒微量 外面浅黄櫨色

2に一条の沈線。胴部横走する条線を施文 安行l式期

後、平行する沈線を垂下。

103 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く3.6>
白赤色粒子

内外面燈色
良平縁粗製深鉢。口縁部直下押圧を伴う貼

安行l式期
胴部 白雲母少量 好付文。外面横方向条線。

104 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く3.2> 白色粒子少量 内外面明褐色
不平縁粗製深鉢。口縁部肥厚。下位横走す

安行 l式期
胴部 良る条線。

平縁粗製深鉢。口縁部内面に沈線を 1条

105 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 く6.2> 白色粒子少量 内外面褐色
良を横走。外面押圧した紐組文を貼付け。

安行1式期
胴部 好胴部上位横位条線文を施文後、縦位の平

行する沈線文を垂下。

106 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.6>
白色粒子白雲 内外面にぶい 良平縁粗製深鉢。口縁部は肥厚され、外面

安行1式期
胴部 母片微量 黄褐色 好に横走する条線を施す。

口縁部～
白黒赤色粒

良平縁粗製深鉢。口縁部を肥厚。外商横走
107 表土 縄文土器 j采鉢 細片 く4.4> 子白雲母片微 内外面澄色 安行 1式期

胴部
量

好する条線文。

白色粒子多量、
平縁粗製深鉢。口縁部が大きく開く器形。

108 表土 縄文土器 i采鉢 口縁部 細片 く2.7> 内外面明褐色 好良口縁部斜上方内側に摘み上げる。外面沈 安行l式期
砂粒少量

線で入組文。

口縁部～ 白色粒子多量、
平縁粗製深鉢。口縁部外面直下に押圧を

109 表土 縄文土器 j采鉢 細片 <5.5> 内外面黒褐色 好良伴う紐線文を貼り付け。下位に横走する 安行 1式期
胴部 チャート粒少量

条線を施す。

円
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内面にぶい黄
平縁深鉢。口縁部は大きく内i毒する器形。

llO 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く2.3>
白色粒子少量、 褐色

好良口唇部は僅かに窪む。外面横走する多条 安行 l式期
白雲母片微量 外面にぶい黄

澄色
の沈線を施文。

白色粒子砂粒
内面にぶい褐

良粗製深鉢。押圧を｛半う紐線文を貼り付け
lll 表土 縄文土器 深鉢 胴部 細片 く4.9> 色 安行 l式期

多量
外面糧色

好て上下に区画。区画内斜条線。

ll2 表土 縄文土器 深鉢 胴部 10 <4.5> 白色粒子少量
内外面にぶい 良

安行l式期
黄櫨色

好 粗製深鉢。斜条線を施す。

ll3 SI02 縄文土器
異型台付 胴部～底

細片 く3.9> (20.5) 
白色粒子砂粒 内外面浅黄櫨 良胴部下部外側に突出させて両台状に造り

安行l式期
土器 音E 少量 色 好だし。内面を横方向ミガキで調整する。

波状縁深鉢。波頂部に小突起。上下に刺

ll4 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く3.5>
白色粒子少量、

内外商黒褐色
良突された貼り付け文から押圧を伴う紐線

安行2式期
白雲母微量 好文を横走させ貼り付け。下位は沈線によ

る入組文。

波状縁精製深鉢。隆起帯に LR縄文を施

ll5 表土 縄文土器 深鉢
口縁部～

20 <7.9> 
白色粒子金雲

内外面暗褐色
良文。胴部外面に RL縄文を施文後、沈線

安行2式期
目同部 母片少量 好で入組文や円文を施し、その内部を磨り

消す。

ll6 SDOl 縄文土器 深鉢
口縁部～

細片 く4.2>
白色粒子石英 内面黄糧色 良波状縁深鉢。 U字状の突起。上面は平坦、

安行2式期
胴昔日 粒少量 外商明黄褐色 好下位に一条の沈線。 LR縄文を施文。

ll7 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く4.0>
白色粒子砂粒 内外面にぶい 良波状縁深鉢。口縁部内外面面取り。その

安行2式期
少量 樫色 好下位数条の沈線を斜走。

白黒色粒子少
不波状縁深鉢。 i皮頂部に突起。外面上下を

llS 表土 縄文土器 深鉢 口縁部 細片 く4.4> 量、赤色粒子微 内外面黄澄色
良刺突した貼り付け文。地文無文。

安行2式期

量

ll9 SI02 縄文土器
異型台付

胴部 細片 く4.0> 白色粒子微量 内外面澄色
良精製深鉢。外部に楕円及び渦巻き文を施

安行2式期
土器 好す。

120 SI02 縄文土器 深鉢
胴部～底

10 <4.0> (7.3) 
白色粒子砂粒 内外面にぶい

好良胴部はやや直立気味。全面をナデ。 後期
部 少量 黄色

胴部～底
白色粒子多量、

内面灰黄褐色
好良胴部内外面及び底部外面ナデ。121 SI02 縄文土器 深鉢 細片 く3.3> (8.7) 石英粒白雲母 後期

部
片少量

外面明黄褐色

122 SDOl 縄文土器 深鉢
胴部～底

細片 <4.1> (8.0) 
白色粒子微量、 内 面 澄 色

好良胴部外面ミカ、キ。内面及び底部ナデ。 後期
部 砂粒少量 外面明赤褐色

123 表土 縄文土器 深鉢
胴部～底

10 く2.7>
白色粒子砂粒 内面暗褐色 良胴部外面縦方向強いケズリ。底部内外面

後期
部 少量 外面灰褐色 好ナデ。

124 表土 縄文土器 深鉢
胴部～底

10 く2.4> 4.3 
白赤色粒子少 内外商 H音赤褐

良全面ナデ。 後期
部 量 色 女子

口縁部～
白色粒子

内外面にぶい
良好 内外面全面ナデ。癌状に脚を貼り付ける。125 表土 縄文土器 脚イ寸皿

底部
20 (13.5) 3.3 (8.9) チャート粒石

黄褐色
後期

英粒多量

126 SI02 縄文土器 注目土器 1主口 10 
長さ 厚さ 幅 白色粒子・砂粒・ 内外面浅黄櫨 良先端部平坦で、外側に広がる。中央部は膨

後期
<5.9> 2.8 3.3 金雲母片少量 色 好らみを持つ。接合部際に小突起。全面ナデ。

127 SDOl 土製品 土製円盤 宅フ全じ？主／ク< 
径 厚

白色粒子少量
内外面にぶい 良周囲を粗雑に打ち欠いている。多条の条

加曽利B式期
3.2 0.7 黄櫨色 好線を交差。

128 SI02 石器
石皿凹 長さ 厚さ 幅

石皿の側面を四石として再利用。
安山岩。 204.4

石 く6.8> く6.1> く9.3> g 

129 表土 石器 石皿 10 
長さ 厚さ 中国

一磨面大きく窪む。裏面平滑に造り出す。
安山岩。 187.7

<5.0> 4.1 く7.2> g 

130 SI02 石器 磨石 50 
長さ 厚さ 幅

一全面使用。
安山岩。 235.3

く5.5> 2.8 く8.0> g 

131 SK27 剥片
長さ 厚さ 中高

上面からの数回の打痕。 黒曜石。 3.3g 
2.5 0.5 2.0 

白色粒子多量、
良口縁部大きく外反。口縁部上端外面ヨコ

132 SI02 土師器 壷 口縁部 10 (24.8) く5.0>
石英粒、チャー 内外商明赤褐

4世紀代
ト粒微量、白雲 色

好 ナデ。外面縦方向ハケ目。内面横方向ハ

母片少量
ケ目状となるヘラナデ後ナデ。

133 SI02 土師器 査 胴部 細片 く2.3> 白色粒子少量
内面積色 E外面沈線で蛇行文及び沈線を垂下。 4世紀代
外面黒褐色

天井部～ 白色粒子少量、
蓋杯。天井部外面回転ヘラケズリ。端部

6世紀後葉～7
134 表土 須恵、器 杯蓋

端部
10 (14.8) く2.7>

石英粒微量
内外面灰色 Eとの境に明瞭な稜を持つ。端部僅かに外

世紀前葉
反。

135 SDOl 土師器 均：
口縁部～

30 (14.5) く3.3> 白色粒子少量 内外面暗褐色

良口縁部直立して、体部との境に明瞭な稜
黒色化ヵ。

体部
好を持つ。口縁部内外面ヨコナデ。体部内

6世紀後葉
外面丁寧なナデ。

白色粒子白雲 不ロ縁部が大きく開く。立ち上がりは直線

136 SK21 土師器 斐 口縁部 20 (19.8) <4.0> 母片多量、石英 内外商糧色 良的。口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面

粒微量 回転ナデ後ナデ。

土師質土 口縁部～
白色粒子白雲

内 面 糧 色 良口唇部細く平坦。口縁部内外面ヨコナデ。 外商の一部にス
137 SDOl 

器
内耳鍋

胴部
細片 く4.8> 母片多量、石英

外面黒褐色 好胴部内外面ナデ。 ス付着。
粒少量

土師質土 口縁部～
白色粒子白雲

内面樫色
良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴

外面全面にスス
138 SDOl 

器
内耳鍋

胴部
10 (25.0) く5.5> 母片多量、砂粒

外面黒褐色
好 部内外面ナデ。外面下位指頭痕。内耳部

多量に付着。
少量 貼り付け。
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東区の調査は平成 24年 11月28日～ 12月27日まで行われた。検出された遺構は土坑 22基、井戸2基、

性格不明遺構 1基、ピット 85基を数える。検出された遺構は全て中世以降の所産である。以下から遺構・

遺物の概観をしていくが、ピットは配列など規則性が確認できなかったため別に節を立てて言及している。

第 1節中世以降

1号井戸（第44図）

東区の南側に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 121cm、深さは約 143cm以上を測る。断面形は箱

状を呈し、壁は垂直に掘り込まれている。覆土は4層以上に分けられ、人為的な堆積状況を呈する。遺物は

縄文土器が 1点出土しているが細片のため図示し得なかった。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方か

ら考えて中世以降の所産であろう。切り合い関係から 20号土坑.43号ビットに先行して、 2号井戸、 1号

性格不明遺構に後続する。

2号井戸（第45～47図）

東区の南側に位置する。東側の半分が調査区外である。平面形は円形を呈する。径は約 242cm、深さは約

140 cm以上を測る。断面形は漏斗状を呈し、壁は上方が拡がり、角度を変え下位が垂直に掘り込まれている。

覆土は8層以上に分けられ、漏斗状の部分は自然埋没、縦坑部分は人為的な堆積状況を呈する。遺物は縄文

時代後期の土器、土師質土器の内耳鍋や小皿、常滑産の護、陶器の鉢など84点出土している。なかでも土

師質土器の内耳鍋が覆土の上層に集中して出土している。このうち 12点を図示し得た。 lは土師質土器の

小皿である。 2～12は土師質土器の内耳鍋である。切り合い関係や遺構の形状、出土遺物、覆土のあり方

から考えて 15世紀～ 16世紀以降に埋没した井戸であろう。 1号井戸に先行して、切り合い関係から l号性

格不明遺構に後続する。

1号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。遺構の西側半部が調査区外である。平面形は楕円形を呈する。長径は現状約76cm、

短径は約 76cm、深さは約 21cmを測る。主軸方向はN-65° -Wを示す。断面形は箱状を呈し、壁は急角

度に掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は単一層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺

物は縄文時代後期中葉加曽利B式期の土器、土師質土器の内耳鍋や小皿、常滑産の警など 11点出土してい

るが、すべて細片のため図示し得なかった。切り合い関係や出土遺物、遺構の形状、覆土のあり方から考え

て、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 1号性格不明遺構に先行する。

2号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は現状約 173cm、短径は約 107cm、深さは約9cm

を測る。主軸方向はN-4° -Wを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概

ね平坦である。覆土は単一層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関

係や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見

て1号性格不明遺構に先行する。
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＼ とJ行
～di 

調査区外

A' 」~」

~7. 50m A’ 

~9. OOm A’ 

(1 :60) 2m 

1号井戸

1 10YR5/8 明黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘
性を持ち、やや締まりに欠ける。

2 10YR3/4 H音褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性
を持ち、やや締まる。

3 10YR4/4 褐色土層 粘土粒を少量、ロームブロックを
多量に含む。粘性を持ち、やや締
まりに欠ける。

4 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性
を持ち、締まる。

第 44図 1号井戸

(1 :60) 2m 

2号井戸
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を

持ち、やや締まる。
2 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を

持ち、締まる。
3 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を

持ち、締まる。
4 10YR4/4 褐色土層 ローム粒主体。粘性を持ち、

締まりに欠ける。
5 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。

粘性を持ち、締まる。
6 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。

粘性を持ち、締まる。
7 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。

粘性を持ち、締まる。
8 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。

粘性を持ち、締まる。

第 45図 2号井戸

、~£？

「ーづ二二之二

0 < 1 5) 10cm 0 

(2・3)

第46図 2号井戸出土遺物（ 1 ) 

( 1 3) 

4 

10cm 

( 1・4)
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（平ブー ［ 『イ

日「「l

平一．

I ::!. 
＼ ｜グ10

＼｜  
こ d11

0 < 1 5) 10cm 0 

(5～8・10～12)

( 1 3) 10cm 

(9) 

第 47図 2号井戸出土遺物（2) 

第 19表 2号井戸出土遺物観察表

｜土問土｜ ｜ロ縁部～｜ ｜ ｜ ｜ ｜白赤色粒子 ｜ ｜ザクロ成形で底部突出。口縁部内外面ヨ
外面に黒色付着

1 I覆土 小皿 底部 40 (8’5) く2.3> (5.5）砂粒微量 、内外面澄色 好 コナデ。体部内外面回転ナデ後内面ユピ 物。

ナデ。 16世紀後葉

2 I覆土｜土師質土｜内耳鍋｜口縁部～｜ ｜（ ｜ ｜ ｜白色粒子、「内面開色 ｜良｜口唇部平坦、内外に摘み出 。同
胴部外面会面に

底部 30 30.0) 20.1 (18.6）母片少量 外面黒褐色 好 外面ヨコナデ。胴都内面強いナデ。内面 スス及び黒色付

ヘラナデ後強いナデ。 着物。

3 I覆土｜土問土｜内耳鍋｜口縁部～｜ ｜剛｜ ｜ ｜白色粒子、「内面黄褐色 ｜良｜口唇部平坦二内外に摘み出すo 口 内
胴部外面全面に

底部 40 18.5 (20.2）母片少量 外面黒褐色 好 外面ヨコナデ。胴部内面強いナデ、内面 スス及び黒色付

ヘラナデ後強いナデ。 着物。

4 覆土 l土師質土l内耳鍋｜口縁部～｜ I I I l明子、砂粒、l内面黄褐色門口唇部平坦。口縁部内外面ヨコ デ。
胴部外面全面に

胴部 10 く8.3> 一 白雲母片少量 外面黒褐色 好 部内面横方向の連続したヘラナデ後ナデ、 スス及び黒色付

外面強いナデ。 着物。

5 I覆土｜土師質土｜内耳鍋｜口縁部～1 10 ｜附｜くゆ｜ － ｜白色粒子、砂粒、内面 褐色 口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴
胴部外面全面に

器 胴部 白雲母片少量外面黒褐色好 部内面ヘラナデ後ナデ、外面強いナデ。
スス及ぴ黒色付

着物。

6 覆土｜土a~±I 内耳鍋｜詰部～｜ 10 I叫 I<S.7> I -I ：：~~！~ 内面褐色 良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴
胴部外面全面に

外面黒褐色 好部内外面強いナデ。
スス及ぴ黒色付

チャート微量 着物。

覆土｜土師質土｜｜内耳鍋｜｜口縁部～｜｜細片 I(3s.oi Iく4.9>I 一 ｜｜白色粒子、EノF粒、内面黄褐色 良口唇部平坦にして窪み。口縁部内外面ヨ
胴部外面全面に

器 胴部 白雲母片少量外面黒褐色好コナデ。
スス及び黒色付

着物。

8 I 覆土｜土師質土I内耳鍋 口縁部～li 細片 I(35.o) I I -I l白色粒子少量、 内面黄褐色 良口唇部平坦一。口縁部内‘外面ヨコリナデ。胴ー外面全面に多量
器 胴部 く7.6> 白雲母片微量外面黒褐色好部内面へフナテ後ナデ。外面縦方向ヘフ ’ 付着

ナデ後ナデ。 ドスス 。

9 I 覆土 ！ 土師質土 胴部～底
白色粒子白雲 内面にぶい黄2鵬外面及び底部内外面ナデ。

器
内耳鍋

昔日
10 く4.3> (15.5) 母多量、砂粒少 色

胴部外面全面ス

量 外面赤褐色
ス付着。

10 I 覆土 ！ 土師質土 内耳鍋
胴部底

20 (18.2) く2.8>
白色粒子、砂粒、 内面灰褐色 2胴部外面及び底部内外面強いナデ。

胴部外面全面に

器 部 白雲母片少量 外面黒褐色 スス付着。

ll I 覆土 ｜ 土師質土 内耳鍋
胴部底

10 く2.2> (16.4) 
白色粒子、砂粒、

好良胴部内外面及び底部内外面強いナデ。
胴部外面の一部

器 部 白雲母片少量
内外面暗褐色

に黒色付着物

口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴

12 I覆土｜土師質土lI内耳鍋 I口縁部～lI I (32.5) I I I白色粒子、砂粒内面樫色 良 部外面指頭痕、縦方向のへラナデ後強い胴部外面全面に
胴部 30 <10.2> 少量 外面黒褐色 好 ナデ。内面横及び斜方向のへラナデ後ナスス及び黒色付

白雲母片微量 ’ デ。口縁部直下より近接して 2単位の内着物。

耳貼りイ寸け。
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1号土坑

I r、』喝』一

A 
28. 20m A’ 

六三とヌー

5号土坑 6号土坑

I I 
－～、、」｜

A 
29. OOm 

~7. 70m 損苦L A’ 
一一一 ／＼  一一

」一一記～ユー法~ー
＼～ー」一一ノ

A’ 

8号土坑

7号土坑 ~ ← I ~ rー＼ゥ、 23号tツト

A' 

／～＂＂ 58吾ド‘リト 一一＿＿£＿

A’ 、＿＿）A ＼ 一 一A ¥ I 

A' 
A 
27. 60m 

A' 

~1 ノ
A 

1ム〈

27. 60m 

A’ 

23号ピット

加、わレ

\8%~－~－j 

A 
27. 60m A’ 

て で丁

1号性格不明遺構
覆土

B’ 
(1 :60) 2m 

1号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ローム粒を多量に含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を持ち、締まる。

2号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

3号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色士層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

4号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量、粘土を多量に含む。粘性を持

ち、締まる。

5号土坑
1 10YR3/4 H音褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

6号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

7号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

8号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

23号ピット
1 10YR4/4 褐色土層 ローム土を少量含む。粘性を持ち、締まる。

9号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

第 48図 1～9号土坑
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第5章下坂田中台遺跡東区

てて 41 
第 49図 8号土坑出土遺物

第 20表 8号土坑出土遺物観察表

。 ( 1 3) 10cm 

て器面剥離 一ポ 0 < 1 sJ 10cm 

第 50図 9号土坑出土遺物

第 21表 9号土坑出土遺物観察表

3号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 109cm、短径は約 SOcm、深さは約 14cmを

測る。主軸方向はN-82° -Wを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概

ね平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構

の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号性

格不明遺構に先行する。

4号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。遺構の東側の一部は調査区外である。平面形は隅丸方形を呈する。長径は現状約

167 cm、短径は約 114cm、深さは約 10cmを測る。主軸方向はN-77° - Wを示す。断面形は皿状を呈し、

壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈す

る。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以

降の所産であろう。切り合い関係から見て l号性格不明遺構、 6号土坑に後続する。

5号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。遺構の東側半分は調査区外でその部分は調査できなかった。平面形は楕円形を呈

する。長径は現状約 116cm、短径は現状約 51cm、深さは約 10cmを測る。主軸方向はN-12° -Eを示す。

断面形は逆台形状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面はやや起伏を持つO 覆土は単一層で、人為

的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性

格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 6号土坑に先行して、 1号性格不明遺構に後

続する。

6号土坑（第 48図）

東区の北側に位置する。遺構の東側 1I 3は調査区外である。平面形は不整円形を呈する。長径は約 lOOcm、
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第5章下坂田中台遺跡東区

短径は現状約 70cm、深さは約41cmを測る。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底

面は概ね平坦で、ある。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は覆土中層より縄文時代中

期の土器がl点出土してが、細片のため図示し得なかった。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方から

考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て4号土坑に先行して、 1号性格不

明遺構 ・5号土坑に後続する。

7号土坑（第48図）

東区の北側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約155cm、短径は約111cm、深さは約22cmを測る。

主軸方向はN-27° -Wを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は概ね

平坦である。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や

遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 1

号性格不明遺構に先行し、 21号ピットに後続する。

8号土坑（第48・49図）

東区の北側に位置する。平面形は不整楕円形を呈する。長径は約 112cm、短径は約 91cm、深さは約 24cm

を測る。主軸方向はN-9。－wを示す。断面形は箱状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は平

坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は図示した土師質土器の小皿がl点出土して

いる。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが 15世紀～ 16世紀代の所産で

あろう。切り合い関係から見て l号性格不明遺構に先行し、 23号ピットに後続する。

9号土坑（第48・50図）

東区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 126cm、短径は約 113cm、深さは約 46

cmを測る。主軸方向はN-50° -Wを示す。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底

面は概ね平坦で、ある。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は覆土の中層から図示した土師質

土器の内耳鍋が 1点出土している。切り合い関係や出土遺物、遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性

格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 1号性格不明遺構、 84号ピットに先行して、

61号ピットに後続する。

10号土坑（第51・52図）

東区の中央部に位置する。平面形は円形を呈する。径は約 119cm、深さは約 40cmを測る。断面形は逆台

形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦で、ある。覆土は単一層で、人為的な埋没状況

を呈する。遺物は縄文時代中期後葉加曽利E式期の土器や土師質土器の内耳鍋などが5点出土している。こ

のうち土師質土器の内耳鍋を 1点図示し得た。切り合い関係や出土遺物、遺構の形状、覆土のあり方から考

えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 1号性格不明遺構に先行する。

11号土坑（第 51図）

東区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 83cm、短径は約 63cm、深さは約 27cm 

を測る。主軸方向はN-77° -Eを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底
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面は概ね平坦で、ある。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係

や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て

1号性格不明遺構に先行する。

12号土坑（第 51図）

東区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 92cm、短径は約 65cm、深さは約 14cm

を測る。主軸方向はN-81° -Wを示す。断面形は箱状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は

概ね平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺

構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号

性格不明遺構に先行する。

13号土坑（第 51図）

東区の中央部に位置する。平面形は不整楕円形を呈する。長径は約 70cm、短径は約 50cm、深さは約 21

cmを測る。主軸方向はN-1。－Wを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底

面は概ね平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係

や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て

l号性格不明遺構に先行して、 36、37号ピットに後続する。

14号土坑（第 51図）

東区の中央部に位置する。平面形は不整円形を呈する。径は約 93cm、深さは約 25cmを i~U る。断面形は皿

状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦である。覆土は2層に分けられ、人為的な埋没

状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明

だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号性格不明遺構に先行して、 19号土坑、 22号ピッ

トに後続する。

15号土坑（第 51図）

東区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 94cm、短径は約 63cm、深さは約 55cm 

を測る。主軸方向はN-7。－wを示す。断面形は箱状を呈し、壁は急角度に掘り込まれている。底面は概

ね平坦で、ある。覆土は3層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係

や遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て

1号性格不明遺構に先行する。

16号土坑（第 51図）

東区の南側に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約93cm、短径は約69cm、深さは約40cmを測る。

主軸方向はN-82。－ Eを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね

平坦である。覆土は 2層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や

遺構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て 1

号性格不明遺構に先行する。
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第5章下坂田中台遺跡東区

A 
27. 60m A’ 
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、弘氏＇－...... 14号土坑
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A 
27. 50m A’ 

覆構遺同

n
F
P

’
 

不明

A 
27. 10m 1 A 

3，＼）ヨゐくり
¥ 4 J 

A 
27. 40m 

A 
27. 40m 

A 
27. 40m 

A’ A’ A’ 

＼～～Lーノ 一γ一「ーア
一＼ーノー

15号土坑 16号土坑 17号土坑

I I 

『 『 『 ～J I 

」
A’ 

A’ A 

A 
27. 40m 

A 
27. 40m 

A 
27. 4m A’ 

A’ A’ 

~ ＼」ー~

(1 :60) 2m 

10号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

11号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色士層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

12号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

14号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

15号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を微量含む。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
3 10YR4/3 にぶい貴下色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

16号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

17号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

18号土坑
1 10YR4/4 褐色土層砂を少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

19号土坑
1 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
2 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。
3 10YR3/4 暗褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まりに欠ける。
4 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。

第 51図 10～ 19号土坑
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第5章下坂田中台遺跡東区

セヨJζ二戸

。 ( 1 : 3) 10cm 

第 52図 10号土坑出土遺物

第 22表 10号土坑出土遺物観察表

ロクロ成形。底部僅かに突出して体部外｜体部内外面の一

良｜面中央部で有段。口縁部外面ヨコナデ。｜部に黒色湧出物

女子体部内外面回転ナデ。底部内面へラナデ｜付着。

後ナデ。外面右回転糸切り離し後ナデ。 I 16世紀中葉

三七〆

。 ( 1 3) 10cm 

第 53図 19号土坑出土遺物

第 23表 19号土坑出土遺物観察表

17号土坑（第 51図）

東区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 82cm、短径は約 57cm、深さは約 18cmを測る。

主軸方向はN-22° -Eを示す。断面形は皿状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね平坦

である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構の形状、

覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号性格不明遺

構に先行する。

18号土坑（第 51図）

東区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は約 79cm、短径は約 58cm、深さは約 17cmを測る。

主軸方向はN-65° -Wを示す。断面形は逆台形状を呈し、壁は緩やかに掘り込まれている。底面は概ね

平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺構の

形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号性格

不明遺構に先行する。

19号土坑（第 51・53図）

東区の中央部に位置する。平面形は隅丸方形を呈する。長径は約 94cm、短径は約 70cm、深さは約 59cm 
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同O号土坑

44号
ピット 一戸井

／

ロ

守
／
 ／

’
 

A’ 

＼ 
＼ 

A 
27. 50rn 

べ 二ζ二ミエ号井戸

21号土坑

A 『 A

27. 50rn : " 

調査区外｜ノ ＼ 

『 1 ¥ 

／ 

マー平面図 20号土坑
1 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを多量に、骨片

を微量含む。粘性を持ち、やや
締まりに欠ける。

一戸井

／

号
／
 ／

f
 

＼ 
＼ 

0, .! 

噌、，－

A’ 

21号土坑
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒・ロームブロックを

多量に含む。粘性を持ち、や
や締まりに欠ける。

A’ 

22号土坑
1 10YR4/6 褐色土層 ロームブロック主体。粘性を持ち、締

まる。

℃こT (1 :60) 2m 

第 54図 20～22号土坑

を測る。主軸方向はN-9。－wを示す。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は

概ね平坦である。覆土は4層に分けられ、人為的な埋没状況を呈する。遺物は覆土中層から図示した土師質

土器の小皿が l点出土している。切り合い関係や出土遺物、遺構の形状、覆土のあり方から考えて、 15世

紀から 16世紀の土墳墓であろう。切り合い関係から見て 1号性格不明遺構、 14号土坑に先行する。

20号土坑（第 54図）

東区の南側に位置する。平面形は不整楕円形を呈する。長径は約 143cm、短径は約 129cm、深さは約 37

cmを測る。主軸方向はN-35° -Wを示す。断面形は逆台形状を皇し、壁は緩やかに掘り込まれている。

底面はやや起伏を持つ。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は覆土上層から中層に土師質土

器の内耳鍋や礁が5点出土しているが、遺物は細片のため図示し得なかった。また、中層から下層に頭を北

西方向に向けた獣骨が検出されているが、ほぼ骨の表面のみ残る状況で歯からの判断となるが馬と考えられ

る。切り合い関係や出土遺物、遺構の形状、覆土のあり方から考えて、 15世紀から 16世紀の馬埋納土壊で

あろう。 1次調査において、この遺構の南西側から同様の遺構 (1区11号土坑）が検出されている。切り

合い関係から見て 1号性格不明遺構、 43、44号ピットに先行して、 1号井戸に後続する。

21号土坑（第 54・55図）

東区の南側に位置する。この遺構は深く、他の遺構などの関係から壁面など崩落の危険があるため、底面

まで掘削できなかった。平面形は円形を呈する。径は約 70cm、深さは約 79cm以上を測る。断面形は不定形
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第5章下坂田中台遺跡東区

＼ ヒコ

。 ( 1 3) 10cm 

第55図 21号土坑出土遺物

第24表 21号土坑出土遺物観察表

を呈し、壁はまず垂直に掘り込まれて、確認面から約 30cmほどで東や南方向に大きく掘りこまれている。

底面は不明で、ある。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は覆土上層から中層に土師質土器の

内耳鍋や常滑産の斐が3点出土している。このうち常滑産の棄を 1点図示し得た。切り合い関係や出土遺物、

遺構の形状、覆土のあり方から考えて、中世以降の地下式墳の開口部分であろう。切り合い関係から見て 1

号性格不明遺構、 22号土坑に先行する。

22号土坑（第 54図）

東区の南側に位置する。平面形は楕円形を呈する。長径は現状約 90cm、短径は約 77cm、深さは約 62cm 

を測る。主軸方向はN-5。－ Eを示す。断面形は箱状を呈し、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。底面は

概ね平坦である。覆土は単一層で、人為的な埋没状況を呈する。遺物は出土していない。切り合い関係や遺

構の形状、覆土のあり方から考えて、性格は不明だが中世以降の所産であろう。切り合い関係から見て l号

性格不明遺構に先行して、 21号土坑に後続する。

1号性格不明遺構（第56～ 58図）

東区の大半に分布している。北と南側において西方向に曲がる。確認部分の全長は約 35.1m、上面の最

大幅は約 5.2m以上、底面の幅は約 3.0m以上、深さは最深部で確認面から約 90cmを測る。底面の標高は約

26.54～ 26.68 mを測り、概ね平坦である。断面形は緩やかな階段状を呈する。覆土は 5層に分けられ、人為

的な平面埋没状況を示す。遺物は縄文時代中期から後期の土器、磨石、須恵器杯、土師器高台付杯、土師

質土器の内耳鍋や小皿、白磁の碗、古瀬戸の折口深皿や鉢、播鉢など351点出土している。このうち 51点

の遺物を図示することが出来た。 lは丸底で手びねりの土師質土器の小皿である。 2～ 22は平底でロクロ

成形による土師質土器の小皿である。口径約 6.5～ 10cmほどで、器高が約 3.8～ 4.2cm程の一群と 6～ 7cm 

程の一群に分かれる。 23～ 39は土師質土器の内耳鍋である。器高が確認できなかったが、 10cm近い器高を

もつものもあり、概ね中世に収まるであろう。 23・26・31には口縁部及び胴部内面にヘラ書き記号がある。

23～ 39の内耳鍋と同一個体のものもあるかもしれないが、接合しなかったため、別個体として報告する 0

40は土師質土器の鉢、 41は播鉢、 42は香炉である。 43・44は古瀬戸の折口深皿である。 45は脚付皿である0

46～ 50は常滑産の歪であろう。 51は白磁の碗で高台が付く。切り合い関係や出土遺物、遺構の状況、覆土

のあり方などから判断して 15世紀から 16世紀頃の盛土状遺構の可能性が高いが、調査区の制約から詳細は

不明である。東区で検出されたほぼ全ての遺構に後続する。
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第 56図 1号性格不明遺構

-60 -

B 
28. OOm B’ 

I 1 
＝－『三三ζZご二二〉』’＿＿＿.／」－

I ¥ 
4 2 

28. OOm 

平子一 i勺撹乱
4 

D 
28. OOm D' 

¥ /1 
3 払撹舌L.－－－－乙＝；，－－て二五ー
／ ι二三ミー『二2 4 
4~ ＝アーF 百豆半坑 『

5 

E 

空旦E I ___:: 

亡云~
5 

1号性格不明遺構

1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ローム粒を少量含む。粘性を
持ち、やや締まる。

2 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを微量含む。
粘性を持ち、締まる。

3 10YR4/4 褐色土層 ロームブロックを多量に含む。
粘性を持ち、締まる。

4 10YR3/3 暗褐色土層 ローム粒・ロームブロックを

少量含む。粘性を持ち、締ま
る。

5 10YR4/6 褐色土層 砂粒を多量に含む。粘性を持
ち、締まる。

(1 :150) 5m 

LO 



~ I ~1 ~ I 

第5章下坂田中台遺跡東区

λ＼ Id¥ I 7)4 

、ヰ〆＼二L〆6 ~ I ?71、ヰァグ
5 

8 

＼！〆9~イ＼土〆

Qd 」d 」」d 」よフ~
飢 21 f 22 

、竺L器竪グ

15 

4 ト YJ2¥ f24 lγ一一
3 ¥ 

寸2

矢一 スB

、

ヨ9
ミ＼；？ ！？ 

。 ( 1 3) 1 Ocm 0 < 1 5 ) 1 Ocm 

( 1～22) (23～30) 

第 57図 1号性格不明遺構出土遺物（ 1 ) 

1
i
 

p
h
u
 



第5章下坂田中台遺跡東区

下× ~1 い内 j 万32

＼~ I ~3 いIb :J.'. 
¥ ((': ｜司·~ ~6 

¥ •>:#0/) 
又

｜コ貯つ｝31

(::::: 

実
可

・．
－ ． ． ． 
’・・．
手τ． 元慰万4~一号5

ピペ

＼ ζ1:9 50 キlぷi「守：
0 < 1 5 l 10cm 0 < 1 3 l 10cm 

(31～37・40・48・49) (38・39・41～47・50・51)
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第 25表 1号性格不明遺構出土遺物観察表

J議主J選J：酒量盟第主三平主cii1l:E ！＇~•ミy計y三i: ~H：ぷfぷ；~~；i1~議地事務主：I同；：引径決：洗主主濯糊！存i立dH 揮l~［,,ri ； ~i~＇，； l指導要 。占器昔長引に，，二。飴土；；，；i:;j:
’0 ~， ,, ＇内V山一」一、一手九昭島A、．

土師質土 口縁部～
白色粒子少量、

不丸底、手ぴねり。口縁部内外面ヨコナデ。
1 覆土

器
小皿

体部
30 (10.2) <4.1> 赤色粒子石英 内外面澄色

良体部内外面回転ナデ。
粒微量

2 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

20 (10.2) く3.1>
白赤色粒子微

内外面澄色
良ロクロ成形。口縁部内外面ヨコナデ。体

器 体部 量 好部内外面回転ナデ。

覆土
土師質土

小皿
口縁部～

(10.0) (7.4) 白色粒子少量 内外面澄色

良ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

3 
器 底部

30 2.4 好 コナデ。体部内外面回転ナデ。底部右回

転糸切り離し後ナデ。

4 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

10 (10.0) く2.0> 白色粒子微量 内外面澄色
良ロクロ成形。口縁部内外面ヨコナデ。体

器 体部 好部内外面回転ナデ。

覆土
土師質士

小皿
口縁部～

(9.8) (4.3) 白色粒子微量 内外面撞色

良ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

15世紀後葉5 
器 底部

30 2.9 好 コナデ。体部内外面回転ナデ。底部右回

転糸切り離し後ナデ。

覆土
土師質土

小皿
口縁部～

(9.8) (3.8) 白色粒子微量
内外面明黄褐

良ロクロ成形。体部下位で角度を変える。

16世紀中葉6 
器 体部

20 2.0 
色

好 口縁部内外面ヨコナデ。体部内外面回転

ナデ。

7 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

30 (9.8) く2.7>
白色粒子少量、 内外面にぶい 良ロクロ成形。口縁部僅かに外反。口縁部

器 体部 黒色粒子微量 澄色 好内外面ヨコナデ。体部内外面回転ナデ。

ロクロ成形。口縁部僅かに外反し、底部

覆土
土師質土

小皿
口縁部～

(9.3) (4.2) 白色粒子微量
内外面浅黄樫

良僅かに突出。口縁部内外面ヨコナデ。体

16世紀中葉8 
器 底部

60 3.1 
色

好部内外面回転ナデ。見込み部周縁成形時

の窪み、ナデ。底部右回転糸切り離し後

ナデ。

覆土
土師質土

小皿
口縁部～

(8.8) 
白色粒子少量、

内外面澄色

不ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

16世紀中葉9 
器 体部

20 く3.8>
赤色粒子微量

良コナデ。体部外面回転ナデ。内面器面剥

落顕著。

内面の一部に黒

10 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

70 (8.6) 2.3 3.3 白色粒子微量 内外面澄色
良ロクロ成形。僅かに底部が突出。底部右 色付着物。

器 底部 好回転糸切り離し後全面ナデ。 15世紀中葉～

後葉

11 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

40 (8.6) 3.3 (4.0) 白色粒子微量 内外商樫色
良ロクロ成形。底部突出。体部内外面回転

16世紀中葉
器 底部 好ナデ。

12 覆土
土師質土

小皿
体部～底

30 (8.5) 1.9 (5.1) 
白色粒子微量、

内外面積色 2ロクロ成形。外面剥離顕著。内面回転ナデo
器 昔日 赤色粒子多量

13 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

(7.5) (5.2) 
白色粒子少量、

内外面黒褐色

良ロクロ成形。体部外商中央部で僅かに段
全面スス付着。

器 底部
30 2.0 

白雲母微量
女子 を持つ。口縁部内外面ヨコナデ。体部内

16世紀前葉
外面回転ナデ。底部回転糸切り離し。

14 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

40 (7.2) 2.5 (5.0) 白色粒子少量 内外面樫色

良ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

16世紀前葉
器 底部

好 コナデ。体部内外面回転ナデ。底部回転

方向不明糸切り離し後ナデ。

ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

15 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

80 (6.8) く2.7> (4.8) 
白赤色粒子少

内外商澄色
良コナデ。体部内外面回転ナデ後一部ヘラ

15世紀中葉
器 底部 豆王 好ナデ。外面回転ナデ。底部右回転糸切り

離し後ナデ。板状圧痕。

16 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

20 (6.8) く2.7> (4.0) 白色粒子微量 内外面積色

良ロクロ成形。底部僅かに突出。口縁部内

器 底部
好 外面ヨコナデ。体部内外面回転ナデ。底

部回転方向不明糸切り離し後ナデ。

ロクロ成形。体部外面中央部僅かに膨ら

17 覆土
土師質土

小皿
口縁部～

30 (6.8) 2.2 (3.7) 
白赤色粒子微 内外面明黄褐 良みを持つ。底部突出。口縁部内外商ヨコ

16世紀中葉
器 底部 量 色 好ナデ。体部内外面回転ナデ。底部左回転

糸切り離し後ナデ。

18 覆 土
土師質土

小皿
口縁部～

20 (6.5) 2.2 (4.0) 白色粒子微量 内外面澄色

良ロクロ成形。底部突出。口縁部内外面ヨ

15世紀中葉
器 底部

好コナデ。体部内外面回転ナデ。底部右回

転糸切り離し後ナデ。板状圧痕。

19 覆土
土師質土

小皿
体部～底

30 (7.0) 
白黒色粒子微 内外面浅黄燈

良ロクロ成形。底部突出。体部内外面回転

器 昔日
く1.5>

量 色
好ナデ。底部回転方向不明糸切り離し後ナ

ア。

20 覆土
土師質土

小皿
体部～底

20 く1.3> (5.8) 
白赤色粒子

内外面糧色

良ロクロ成形。底部僅かに突出。体部内外

器 部 白雲母片少量
好 面回転ナデ。底部右回転糸切り離し後ナ

テs。

21 覆土
土師質土

小皿
体部～底

20 く1.5> (5.0) 
白赤色粒子少

内外面澄色
良ロクロ成形。底部突出。体部内外面回転

器 音日 量 好ナデ。底部右回転糸切り離し後ナデ。

22 覆土
土師質土

小皿
体部～底

30 <2.3> (3.8) 白色粒子微量 内外面糧色
良ロクロ成形。底部突出。体部内外面回転

器 部 好ナデ。

白色粒子白雲
外面全面にスス

23 覆土
土師質土

内耳鍋
口縁部～

細片 (39.5) く3.3> 母片少量、石英
内面明褐色 良口唇部平坦で、外に摘み出される。胴部内 付着。内面に

器 日間部
粒微量

外商黒褐色 好外面回転ナデ後ナデ。 「十」のへラ書

き。

土師質土 口縁部～
白色粒子石英

内面樫色 良口唇部平坦。直下内内外面回転ナデ後ナ 外面全面にスス
24 覆土

器
内耳鍋

胴昔日
細片 (38.8) く4.6> 粒白雲母片少

外面黒褐色 好デ。 付着。
量

白色粒子

25 覆土
土師質土

内耳鍋
口縁部～

細片 (38.6) <4.2> 
チャート粒白

内外面澄色
良口唇部平坦で外側に摘み出される。胴部

器 胴昔日 雲母片少量、石 好の内外面回転ナデ。

英粒多量

外面全面にスス

土師質土 口縁部～ 白色粒子、白雲 内面黄褐色 良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴
及び黒色付着

26 覆土
器

内耳鍋
胴部

10 (38.5) <6.8> 
母片微量 外面黒褐色 好部内外面強いナデ。

物。内面口縁部

に「x」のヘラ

書き。

土師質土 口縁部～
白色粒子砂粒

内面明赤褐色 良口唇部平坦、内外に摘み出す。内外面ヨ 胴部外商少量の
27 覆土

器
内耳鍋

胴部
細片 (35.0) く9.2> 少量、白雲母片

外面暗赤褐色 好コナデ。胴部内外面ナデ。 黒色付着物。
多量

土師質土 口縁部～
白色粒子少量、

内面褐色 良口唇部平坦で、内に摘み出される。胴部内 外面全面にスス
28 覆土

器
内耳鍋

胴部
細片 (33.6) く4.7> 赤色粒子微量、

外面黒褐色 好外面回転ナデ後ナデ。 付着。
白雲母片多量

29 覆土
土師質土

内耳鍋
ロ縁部～

細片 (33.5) 
白色粒子少量、 内面明黄褐色

良口唇部平坦にして窪み、外面へ僅かに摘
胴部外面多量の

器 胴部
く5.4>

白雲母片多量 外 面 褐 色
好 み出す。口縁部内外面ヨコナデ。胴部内

黒色付着物。
外面ナデ。
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白色粒子石英
内面灰褐色 良口唇部平坦で内外に摘み出される。口縁

土師質土 口縁部～ 粒白雲母片少
30 覆土

器
内耳鏑

胴部
細片 (33.4) <3.6> 

量、チャート粒
外面にぶい褐 好部が僅かに内傾する。胴部内外面回転ナ

微量
色 ア。

土師質土 口縁部～
白色粒子、石英

良口唇部平坦にして窪み、外面へ摘み出す。
胴部内面に焼成

31 覆土
器

内耳鍋
胴昔日

10 (32.2) <5.4> 粒少量、白雲母 内外面赤褐色
好口縁部内外商ヨコナデ。胸部内外面ナデ。

前「×」のへラ

片多量 書き。

土師質土 口縁部～
白色粒子

内外面にぶい
口唇部平坦で外側へ僅かに摘み出される。

32 覆土
器

内耳鍋
胴部

10 (31.6) く3.7> チャート粒少
褐色

良好 目岡部下位で僅かに内側へ角度を変える。

量、白雲母多量 内外面回転ナデ。

白色粒子

33 覆土
土師質土

内耳鍋
口縁部～

細片 (31.2) く4.5>
チャート粒少 内外面にぶい 良口唇部平坦で、外側に摘み出される。胴部

器 日岡部 量、白雲母片多 黄澄色 好の内外面回転ナデ。

豆王

土師質土 口縁部～ 白色粒子、白雲 内面黄褐色
良口唇部平坦にして窪み。口縁部内外ヨコ 胸部外面全面に

34 覆土
器

内耳鍋
日間部

20 (30.0) く8.2>
母片多量 外面黒褐色

好 ナデ。胴部内面横方向ヘラナデ後ナデ。 スス及び黒色付

外面縦方向へラナデ後ナデ。 着物。

35 覆土
土師質土

内耳鍋
口縁部～

細片 (29.0) く5.9>
白赤色粒子少 内面糧色 良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴 外面全面にスス

器 胴部 量、石英粒微量 外面灰褐色 好部内外面回転ナデ後ナデ。 付着。

土師質土 口縁部～ 白赤色粒子、
内面にぶい褐 良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴

外面全体にスス
36 覆土

器
内耳鍋

胴部
10 (38.0) く4.8>

白雲母片微量
色 好 部外面強いナデ。内面横方向面ヘラナデ

外面黒褐色 後ナデ。内耳貼り付け。
付着。

土師質土 口縁部～ 白色粒子少量、 内面糧色
良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴 外国全面にスス

37 覆土
器

内耳鍋
日間部

10 (27.0) く4.0>
白雲母片多量 外面黒褐色

好 部外面指頭痕、強いナデ。内面回転ナデ。 及び一部に黒色

内耳貼り付け。 付着物。

土師質土 口縁部～
白黒色粒子微 内面にぶい褐 良口唇部平坦。口縁部内外面ヨコナデ。胴

外面全体にスス
38 覆土

器
内耳鍋

胴書店
10 く5目9> 量、白雲母片少 色 好 部外面指頭痕、強いナデ。内面強いナデ。

量 外面黒褐色 内耳貼り付け。
付着。

土師質土 口縁部～ 白色粒子少量、 内面黄褐色
良口唇部平坦。胴部角度を変える。外面強 外面全面にスス

39 覆土
器

内耳鍋
胴部

細片 く5.6>
白雲母片微量 外面黒褐色

好 いナデ。内面ヘラナデ後ナデ。内耳貼り 及び一部に黒色

付け。 付着物。

40 覆土
土師質土

鉢
口縁部～

10 (27.7) く9.0>
白色粒子・砂粒 内面暗褐色

良口唇部平坦で内外に摘み出される。口縁

器 胴部 白雲母片少量 外面明赤褐色
好 部内外面ヨコナデ。胴部内外面回転ナデ

後内面横方向のへラナデ。

土師質土
白色粒子白雲

内面灰褐色 良胴部内面幅1cm程の間隔で縦方向に播目。
41 覆土 揺鉢 胴部 細片 く6.6> 母片多量、砂粒

器
少量

外 面 褐 色 好外面ナデ。

土師質土 口縁部～ 白黒色粒子微
内面澄色 不口縁部外反。体部との境に稜を持つ。口

口縁部内面二次
42 覆土 香炉 10 (11.5) <3.4> 外面にぶい黄

器 胴部 量
澄色

良縁部内外面ヨコナデ。体部内外面回転ナ
焼成（使用時ヵ）

デ。外面に押圧による円文多数。

43 覆土 陶器 皿 口縁部 細片 (30.2) く2.8> 黒色粒子微量
内外面オリー

良好 折口深皿。口縁部大きく外反する。
内外面灰紬

ブ黄色 古瀬戸

44 覆土 陶器 脚付皿 口縁部 細片 く1.7> 白色粒子微量
内外面オリー 良折口深皿。口縁部を外側に折り返す。内

古瀬戸
ブ色 好外面施紬。

45 覆土 陶器 脚付皿 底部 細片 く1.3> (5.0) 白色粒子微量 内外商灰白色
良底部内面回転ナデ。外面回転ヘラ切リ後

好ナデ。疑宝珠状の脚を貼り付け。

白色粒子多量
良口縁部折り返して斜め上方に摘み出され

46 覆土 妬器 費 口縁部 細片 く6.0> 黒色粒子微量 内外面褐色 常滑焼

石英粒少量
好る。内外商ヨコナデ。

白色粒子石英

良好 口唇部を平坦。内外国ナデ。47 覆土 妬器 斐 口縁部 細片 く4.0> 粒チャート粒 内外面澄色 常滑焼

少量

胴部～底
白色粒子極多 内面黄褐色オ 脚部内面から底部内面ナデ。底部外面へ

48 覆土 妬器 墾
部

細片 く5.5> (23.0) 量、黒色粒子 リーブ 好良ラナデ後ナデ。叩き目微かに残る。底部 常i骨焼

砂粒少量 外面明赤褐色 外面ナデ。内面に自然粕。

49 P3 妬器 斐
胴部～底

細片 く4.3> (19.6) 
白色粒子多量、 内面暗赤褐色 不やや底部突出。体部外面へラナデ、内面

音E 小磯少量 外面黒褐色 良ナデ。底部外面ナデ。
常滑焼

胴部～底 白色粒子、石英
内面灰色 5胴部内外面ナデc 外面下端ユビオサェ。50 覆土 妬器 斐

部
細片 く8.4>

粒、砂粒多量
外面にぶい黄 常i骨焼

褐色

51 覆土 白磁 碗
体部～底

20 く2.5> (6.0）ー 内外面灰白色
良足局高台。内面に文様不明の陰刻文。高

昔日 好台部は無手由。
中国産
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第2節ピット（第 59～ 61図）

東区で検出されたビットは 85基を数える。ビットは調査区全体に満遍なく分布している。大半は深さ 40

cm以下の浅いピットであるが、 9基ほど90cm弱の深さを持つ。ここでは個別に言及していかずに、平面図

および断面図とピット一覧表でその要素を示していく。このうち、 2号ピットから根石と利用したと思われ

る上面が平坦の礁が出土している。東区における他のピットからは同様の礁は出土していないため調査区外

に広がっている建物跡と考えられる。ピットから縄文土器の細片や土師質土器の内耳鍋など5点の遺物が出

土している。このうち 3点の遺物を図示した。 1から 3はそれぞれ3・46.55号ビットから出土した土師

質土器の内耳鍋である。

ト

J

K

一

世。－
hu

k々
＼

A

一

見

9号ピット

」。」
A 
27. 60m 

¥J 

2号ピット

ノ〆」p」
A 
27. 60m 

＼ムユノ

A’ 

A 
27. 40m 

六ケ

1号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まりに欠ける。

2号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。

3号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。

4号ピット
1 10YR3/4 暗褐色士層 粘土を多量に含む。粘性を持ち、締まる。

3号ピット 4号ピット

調査区外」巳j」 調査区外

」 V」

A 
28. 80m 

A 
28. 80m A’ A’ 

A’ 

六三ア

「 γ
品：~不明ミミア

A’ 

」 ペGナッ」ト 吋号ピット

L_  G」

~7 40m 一一一一A;, 一 ~7. 30m ;, 

ず ¥] 
(1 :60) 2m 

9号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

やや締まる。

13号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

やや締まる。

14号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

やや締まる。

17号ピット
1- 10YR4/3 にぶい黄褐色士層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

やや締まる。

第 59図 1～ 4・9・13・14・17号ピット
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29号ピット 80号ピット

調査区外。ν
「 ：：：：..＿＿） 18号ピット

勺ノ＼〉／

43号ピット

J ~~：~；；； ..号ピット

ト _qo；」

A 
27. 30m 

~ 

54号ピット

79号ピット

／
＠
 A 

27. 30m A’ 

＼汐j

85号ピット

調査区外

L て三ア」
A 
28. 80m A’ 

1号性格不明」 2 1j..ー1号性格不明
遺構覆土 uノ 遺構覆土

(1 :60) 2m 

J
4
4
l
l
 

E
卜

川
Jビ号n

t
 

n
d
 

ド・川
Jμ」号

「
円

u
q
d
 

ー
ハ
斗
斗
1
1
1

ート 41号ピット」。」A 

。
く3

宍ア ¥:[ 

A A’ 

A 
27. OOm A’ A 

26. 70m A’ 
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「ヨ戸

45号ピット 44号ピット 47号ピット

、手本＼ // 20号土坑

」①＠«~~
号ピット ¥ -

I r 
－、、～J I 

σ A’ A 

A 
27. 40m A’ 

A’ 

ti} 

29号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。

80号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、

やや締まる。

32号ピット
1 10YR4/6 褐色土層砂を少量含む。粘性を持ち、締まる。

35号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、

やや締まる。

41号ピット
1 10YR4/6 褐色土層砂を少量含む。粘性を持ち、締まる。

43号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

51号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色士層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

44号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色士層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

45号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 砂を少量含む。粘性を持ち、締まる。

47号ピット
1 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ローム士主体。粘性を持ち、締まる。

54号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、やや締まる。

79号ピット
1 10YR4/3 にぶい黄褐色土層 ロームブロックを多量に含む。粘性を持ち、やや締まる。

85号ピット
1 10YR4/6 褐色土層 ロームブロックを少量含む。粘性を持ち、締まる。
2 10YR4/6 褐色土層 ローム土主体。粘性を持ち、締まる。

第 60図 29・32・35・41・43～ 45・47・51・54・79・80・85号ピット
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第 26表 ピット一覧表

第5章下坂田中台遺跡東区

1号ピット｜北側

2号ピット｜北側

3号ピット｜北側

4号ピツト｜中央部

5号ピット｜中央部

6号ピット｜中央部

7号ピット｜中央部

8号ピット｜中央部

9号ピット｜北側

10号ピツト｜中央部

日ピツト｜中央部

12号ピツト｜中央部

13号ピット｜南側

14号ピツト｜中央部

日ピット｜中央部

16号ピットl南側

17号ピツト｜中央部

円形

楕円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

楕円形

円形

楕円形

円形

円形

円形

楕円形

円形

49 I - ｜逆台形状I27.s 

75 I 49 ｜有段筒状｜幻

<63> I 70 I 筒状 I 27.4 

21 I -・I 筒状 I 27.3 

25 I 20 I 筒状 I 27.3 

29 I ぉ ｜ 筒状 ｜幻

但 ｜ 一 ｜ 筒状 I 27.3 

63 I 日 ｜ 筒状 I 27.5 

49 I 37 I 筒状 I 27.3 

く31>I 27 I 筒状 I 27.2 

35 I - I 筒状 I 27.3 

49 I -I 筒状 I 27.2 

29 I I 筒状 I 26.9 

30 J 26 1 筒状 J 27.3 

47 I - I 筒状 I 27.2 

I l号性格不明遺構に先行39 I ｜ する

I 1号性格不明遺構に先行
11 I 

｜ する

I 1号性格不明遺構に先行33 I 
｜ する

29 I 1号性格不明遺構に先行
｜ する

i4 I 1号性格不明遺構に先行
！ する

21 I 1号性格不明遺構に先行
｜ する

I 1号性格不明遺構に先行19 I 
｜ する

お I i号性格不明遺構に先行
｜ する

47 I 1号性格不明遺構に先行
｜ する

39 I 1号性格不明遺構に先行
｜ する

I 1号性格不明遺構に先行29 I 
｜ する

I 64号ピットに先行し、 63
so I 号ピットに後続する

3s I 1号性格不明遺構に先行
｜ する

必 I i号性格不明遺構に先行
する

1号性格不明遺構に先行
する

I 1号性格不明遺構に先行21 I 
｜ する

46 I 1号性格不明遺構に先行
I する

6 

18号ピット｜南側｜ 楕円形 I 35 I 2s I 筒状 I 27.2 I 6 I 29号ピットに先行する

19号ピット｜南側｜ 円形 I 37 

却号ピット｜南側｜ 円形 1 45 

M ピット｜北側｜ 円形 I 42 

2号ピット｜中央部｜ 円形 1 20 

23号ピットl北側｜ 円形 I 27 

筒状 I 27.2 I 17 

筒状 I 27.3 I 42 I 

筒状 1 27.3 1 40 I 7号土坑に先行する

筒状 I 27.2 1 41 1 叶土坑に先行する

筒状 I 27.2 I 20 I 8号土坑に先行する

担号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 40 I 30 I 筒状 I 27.2 I sg 

25号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 42 I 3s I 筒状 I 27.2 I 77 
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筒状 I 27.2 I s6 

筒状 ｜幻2I 却

筒状 I 27.3 I 7 

29号ピット l南側！ 楕円形 I s3 I 33 1逆台形状I27.3 I 34 I 18号ピットに後続する

30号ピット｜南側｜ 円形 ｜ 話 ｜ － ｜ 筒状 I 27.3 1 13 

31号ピット｜南側｜ 楕円形 I 39 I ぉ ｜逆台形状I27.3 I i2 

32号ピット｜南側｜ 楕円形 I 33 I 29 I 筒状 ｜加.s1 13 

33号ピット｜南側｜ 楕円形 ｜ 却 ｜ ぉ ｜ 筒状 I 27.1 1 34 

担号ピット｜南側｜ 楕円形 1 40 1 34 1 筒状 1 27.2 1 43 

35号ピット｜献ij I不整楕円形141 I 41 I 筒状 I 27.3 I 21 

36号ピット｜中央部l楕円形 I 29 I 29 I 筒状 I 27.4 I 34 I 悶土坑に先行する

7号ピット｜中央部｜ 楕円形 1 28 I 28 1 筒状 ｜幻4 1 31 1 悶土坑に先行する

38号ピット｜南側｜不整楕円形｜ 47 1 34 ｜逆台形状I27.1 I 17 

9号ピット｜南側！ 楕円形 / 31 I 2s 1 筒状 ｜幻1/ 38 

40号ピット｜南側｜ 円形 ｜ 泣 ｜ － ｜ 筒状 / 26.9 I 18 

41号ピット｜南側｜ 円形 I 31 I I 筒状 1 26.9 1 27 

42号ピット｜南側｜ 楕円形 I <41> I 37 I 筒状 I 27.2 I 30 

43号ピット｜南側 楕円形 ｜く35>Iく31>I 筒状 I 27.2 72 I 1号井戸・ 20号土坑に後
続する
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第5章下坂田中台遺跡東区

44号ピットl南側｜ 円形 I 29 
缶号ピット｜南側｜長楕円形｜ 50 

Fhυ 4ゐ

F
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D
 

つん

なし

なし

中世以降

中世以降

46号ピット｜南側｜隅丸方形｜ 40 I 40 ｜逆台形状I27.2 I 53 
47号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 62 I 45 I 筒状 I 27.z I 37 

土師質土器内耳鍋 l点｜中世以降

48号ピット｜南側｜ 円形 I 30 筒状 I 27.1 I 34 

49号ピット｜中央部｜隅丸方形｜く44>I 37 ｜逆台形状I27.2 I 20 
50号ピット｜南側｜ 楕円形 1 29 1 20 ｜逆台形状1 27.o 1 25 

51号ピット｜南側｜隅丸方形｜ 30 1 30 ｜逆台形状I 27.2 I 38 

52号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 41 I 30 I 筒状 I 27.z I ig 
1
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筒状 I 27.0 I 29 I 

筒状 I 27.2 I 30 I 79号ピットに先行する

日号ピット｜南側｜隅丸方形｜ 25 I 25 I 1筒状 I 27β ｜ 24 

56号ピット｜南側｜隅丸方形｜ 35 I 35 ｜逆台形状I27.z I 47 
Q
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L
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万
一
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方

円
d

一
Q
O

F
D
一

戸

b

筒状 I 27.3 I 5 

筒状 I 27.i I 3o 

回号ピット｜南側｜ 楕円形 I 25 I 20 I 筒状 I 27.2 I 31 
60号ピット｜南側｜ 楕円形 I 27 I 22 I 筒状 I 27.2 I 32 

61号ピット｜北側｜ 円形 I 28 筒状 I 27.4 I 46 I 9号土坑に先行する

62号ピット｜南側｜ 円形 I 35 I I 筒状 I 27.3 
肘ピット｜中央部｜ 楕円形 ｜く20>I 30 1筒状 I27.2 

臼号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 41 ｜く21>I 筒状 I 27. 

17 

84 i 12号ピットに先行する

I 65号ピットに先行し、 1278 I ソ
I 号ピットに後続する

65号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 40 I 30 I 筒状 I 27.2 I 75 I 64号ピットに後続する

66号ピット｜中央部｜ 円形 I 17 

67号ピット｜中央部｜ 円形 I 23 

8

－po 

－－ム－

1
e
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68号ピット｜南側｜隅丸方形｜く35>I 26 ｜逆台形状I27.3 I 6 

ω号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 33 1 26 1 筒状 1 27.2 1 11 

70号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 42 I 3o I 筒状 I 27.2 I 97 

71号ピット｜北側｜ 円形 I 31 

72号ピット｜北側｜ 円形 1 25 

73号ピット｜北側｜ 円形 I 23 

筒状 I 27.4 I 15 

筒状 I 27.5 I 24 I 

筒状 I 27.3 I 15 I 74号ピットに先行する

74号ピット｜北側｜ 楕円形 I 27 I 17 I 筒状 I 27.3 I 20 I 73号ピットに後続する

75号ピット｜北側｜ 円形 I 22 筒状 I 27.4 I 16 

76号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 41 I 32 I 筒状 I 27.5 I 11 

77号ピット｜中央部｜ 円形 I 22 筒状 I 27.3 I 8 

78号ピット｜中央部｜ 楕円形 I 25 I 20 I 筒状 I 26.9 I 16 I 

79号ピット｜中央部｜ 円形 I 43 I - I 筒状 I 27.2 I 2s I 54号ピットに後続する

80号ピット｜醐ij I 楕円形 ｜φ ｜ 40 1逆台形状I27.2 I 17 I 

81号ピット｜南側｜ 円形 ｜ 幻 I I 筒状 1 27.3 1 is 

位号ピット｜南側｜不整楕円形｜ 34 I 21 I 筒状 ｜ぉ7I 沼

田号ピット｜南但ijI 楕円形 I 29 I 23 I 筒状 I 27.3 I 13 

84号ピット｜北側｜ 円形 I 33 

85号ピット｜北側｜ 円形 I 48 

筒状 I 27.4 I 47 I 9号土坑に先行する

筒状 I 27.6 I 17 I 1号性格弓号室構に後続

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

縄文土器1点、

なし

なし

なし

なし

なし

なし
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なし
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中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

｜斜方向に掘ら
中世以降｜ れる

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降

中世以降
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中世以降
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第 61図 ピット出土遺物

第 27表 ピット出土遺物観察表
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第5章下坂田中台遺跡東区

第 28表遺構外出土遺物観察表

l号性格
白色粒子少量、 内面明黄褐色 良波状縁深鉢の突起部分。 3箇所の円文の｜堀ノ内 I式期

1 I不明遺 縄文土器 i采鉢 口縁部 細片 く5.2>

中審
石英多量 外面明赤褐色 好関に2ヶ所の刺突文を施文。

2 110号土 縄文土器 i采鉢 胴部 細片 く2.7>
白色粒子白雲

内外面黒褐色
良外面 RL縄文。横方向に沈線及び雷文状｜堀ノ内 l式期

坑 母片微量 好の沈線を施す。内面ナデ。

l号性格 内面にぶい黄
良平行沈線や刻みを持つ隆線で幾何学的γ1堀ノ内 1式期

3 I不明遺 縄文土器 深鉢 1同部 細片 く3.9> 白色粒子少量 糧色

構 外 面 積 色
好区画。

1号性格
口縁部～

平縁粗製深鉢。口縁部肥厚し下位に縦位

4 I不明遺 縄文土器 深鉢
胴部

10 く7.0> 白色粒子少量 内外面樫色 良好 の刻みを横走。胴部下位沈線で縦位及び｜堀ノ内2式期

構 楕円文の区画。区画内横走する条線文。

l号性格
口縁部～ 白赤色粒子少

i波状縁深鉢。波頂部直下に円文と刺突に

5 I：不明遺 縄文土器 深鉢 10 く6.4> 内外面糧色 良好 よる把手。口縁部直下に l条の沈線を横｜堀ノ内2式期

構
胴部 量、砂粒微量

走。

l号｜生格
平縁深鉢。口縁部大きく外反し、キザミ、

6 I不明遺 縄文土器 深鉢
口縁部～

10 く5.7>
白色粒子多量、 内外面にぶい 良下位平行沈線を横走。押圧を伴う突起を｜加曽利B2式期

構
日間部 砂粒少量 褐色 好貼り付け、刻みを持つ隆線を横走。下位

斜条文。

1号性格
口縁部～ 内外面灰黄褐不平縁深鉢。鎖状の鮎付文を横走させ、下｜加曽手IJB2式期

7 I不明遺 縄文土器 深鉢 細片 く4.7> 白色粒子少量

干糞
胴部 色 良位に LR縄文を施文。

l号性格
内面にぶい黄

8 I不明遺 縄文土器 i采鉢 口縁部 細片 く3.5>
白色粒子少量、 澄色 ｜不｜平縁粗製深鉢。口縁組下に押圧間｜加問山

構
砂粒微量 外国 にぶい澄良紐線文を横走させ貼り付け。

褐色

l号性格
白色粒子少量、 内外面澄色 ｜｜良｜｜平縁深鉢。地文 LR縄文。下端に横走すI't r行 1式期

9 I不明遺 縄文土器 深鉢 口縁部 10 く4.6>

構
砂粒微量 好る沈線。

l号性格

｜細片｜ ｜φ｜ - 1 ：：：：~＇1i:、｜内外商灰褐色 1:1横走する条線を施す。10 I不明遺｜縄文土器｜ 深鉢 ｜胴部 ｜安行 1式期

構

l号性格
量白 赤色粒子少｜｜｜色内外面 明赤褐｜｜｜好良｜平縁深鉢。無文。内外面ナデ。円孔あり。｜安行2式期11 I；不明遺 縄文土器 深鉢 口縁 細片 く4.7>

構

l号性格
口縁部～

白色粒子白雲

12 I不明遺 縄文土器 浅鉢
胴部

細片 (29.0) く3.7> 母片少量、石英｜｜内外面 明黄褐｜｜良｜｜口唇部平坦で内ド摘み出される。胴部内｜後期

構
粒多量 好外面ナデ。

1号性格
白色粒子砂粒 内外面灰黄褐 良｜僅かに底部との接地面が広がる。全面ナ

13 I不明遺 縄文土器 深鉢 底部 細片 く3.2> (6.4) 

構
多量 色 好デ。

14 I 表土 須恵、器 鉢 胴部 細片 く4.1>
白色粒子砂粒 内外面 目音青灰2胴部内面丁寧なナデ。外商格子状叩き目。
少量 色

15 I 2号井
白色粒子少量、

内面灰褐色 良底部内面多方向ヘラナデ後ナデ。外面一
土師器 杯 底部 30 くll> (6.0) 黒色粒子多量、

戸
金雲母片微量

外 面 褐 色 好方向へケズリ後ナデ。

l号性格
胸部～底

白黒色粒子少
不高台部欠損。体部外面横方向へラケズリ。

16 I不明遺 土師器 高台付杯 10 く2.5> (6.2) 量、白雲母片微 内外面糧色

構
部

量
良底部内面ナデ。

ロクロ成形。底部やや突出して、体部外 口縁部上端のー

17 I 表土 ｜ 土師質土 小皿
口縁部～

40 (8.2) 2.9 (4.3) 
白赤色粒子微

内外面責褐色
良面下位有段。口縁部内外商ヨコナデ。体 部に黒色付着

器 底部 量 好部内外面回転ナデ。底部外面切り離し技 物。

法不明後ナデ。 16世紀中葉

口縁部～｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜内面淡黄色 ｜良｜口縁部械で窄まる0-

18 I表土｜ 陶器 ｜ 瓶子 ｜胴部 10 (4.2) く7.6> 黒色粒子微量 外面明暗褐色好形。陰刻巴文を器面ド散らす。内面頚部 古瀬戸
ユピオサエ。胴部ヘラナデ。

口縁部大きく開く器形。口縁部内面に稜 ， 

19 I表土｜ 陶器 ｜ 鉢 ｜時門 10 I (26.8) Iφ ｜ ｜白色粒子微量 ｜？空色灰オ 1:1 を持ち、外面下端に段を持つ。内外面の 1：：~0(紬
全面L施手由。

口縁部～
口縁部外商に折り返し、口唇部を平坦に

20 I 表土 妬器 斐
頚部

細片 く7.0> 小白磯黒少色量粒子 内外面赤褐色 して、外面をつまみあげる。頚部内外面｜常滑焼

ヨコナデ。

l号性格
長さ 厚き 中高 ｜安g山雌岩。 日21 I不明遺 石器 磨石 完形 全面使用。

構
8.3 3.4 5.2 
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第6章 ま と め

第6章まとめ

今回の発掘調査では、西区で竪穴住居跡3軒、溝 1条、柵列 l条、屋外炉l基、土坑28基、ピット 35基、

東区で土坑22基、井戸2基、性格不明遺構l基、ピット 85基と面積に比して多くの遺構が確認された。出

土遺物も縄文時代中期中葉阿玉台式期から近・現代まで4,683点、重量にして 92,901.4gと多種多様の遺物

が出土している。西区と東区間は約 140mだ、が、二つの区で様相がまったく違っていたことは今回の発掘調

査における一つの成果となる。遺構や遺物の詳細は第4章や5章で確認していただくとして、以下では今回

の発掘調査で確認されたことと、 2011年における坂田台山古墳群・下坂田中台遺跡・下坂田貝塚の発掘調

査（以下2011年度調査）で確認されたことを含め以下から時代別に土地利用の流れを中心に、特徴的な遺

構について述べていく。

下坂田地区において人為的な痕跡が確認できるのは縄文時代中期以降からであるが、本発掘調査において

当該期の遺構は西区を中心に土坑やピットが集中して検出されている。出土遺物は縄文時代中期中葉の阿玉

台期から後期後葉の安行期にわたる遺物が出土しているが、出土遺物の中心は縄文時代後期前葉から中葉に

かけてである。遺構の性格が確認できたものとしては、 4. 9 . 11・12号土坑が平面形や断面形などから

土壌墓、 19号土坑が覆土の状況から、貯蔵穴である袋状土坑の上位が崩落したものと考えられる。これら

土墳墓や袋状土坑は縄文時代後期前葉から中葉にかけての時期と考えられる。

2011年度調査において、本調査地点南側に位置する貝塚を中心に遺構が分布すると想定されていること、

分布状況が西区南側を密にして北に向かい疎になっていくこと、ピットは規則的な配列などは確認できな

かったが、分布状況は土坑と同様の傾向を示すことなどから、本調査地点の縄文時代、特に後期前葉から中

葉にかけての時期の様相は、貝塚を中心とした集落にあたり、土壌墓や貯蔵穴が分布する縁辺部にあたると

考えられる。

その他の時期については、 l号屋外炉が縄文時代中期中葉の阿玉台期と考えられること、遺物が中期後葉

加曽利E式期の遺物がある程度出土していることなどの他は明確に出来なかった。特に 2011年度で出土し

ている縄文時代晩期の土器は出土していないことから、晩期の遺構が本調査地点付近には分布しないまたは

密度が薄いと考えられる。

次に本調査地点で人為的な痕跡が確認できるのは4世紀代である。本調査地点からは土師器が2点出土し

ているのみであるが、 2011年度の調査において 3・4・6・10号住居跡がこの時期に位置する。したがっ

て古墳時代前期は本調査地点には集落などは及んでいないが、近隣、特に南側に集落が形成されていたこと

がわかった。 5世紀中葉から 6世紀前葉までのあいだに相次いで、3軒の竪穴住居跡 (1～ 3号）が建てられ、

この付近が集落として利用されていたとわかった。 2011年度の調査において 2・5. 8住居跡がこの時期

に位置している。本調査地点で検出された 1. 2号竪穴住居跡は約 8.5～ 9.0mの大型住居跡で、 2011年度

の調査で検出された住居跡とは様相が異なる。この法量の違いがどのような理由なのか不明であるが注意さ

れる。遺物は土師器などを中心にこの竪穴住居跡の時期を出土とした遺物が出土しているが、なかでも表土

出土の須恵器蓋杯は6世紀末から 7世紀前葉に位置して、本調査地点付近に位置する古墳に伴う遺物の可能

性が高い。

奈良・平安時代は東区から須恵器の鉢や土師器の杯など少量出土しているのみである。 2011年度の調査

においてこの時期の住居跡が東側で検出されていることから、古墳時代前期と同様に、本調査地点付近には

集落はなく南側に集落が形成されていたことがわかった。
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第6章ま とめ

その後人為的な痕跡は確認できず、 2011年度の調査と同様に 15世紀になり東区の土坑群や l号性格不明

遺構などが形成されている。

この東区で検出された土坑群は l号性格不明遺構に概ね先行して、 2011年度の調査における 1区北側に

おいて溝が数条確認されているが、これらの溝が区画する内部施設と考えられる。遺構の状況から 1号性格

不明遺構に先行する遺構は 1号性格不明遺構の影響で上面が削平されている。 1号性格不明遺構に先行する

遺構のうち性格が確認できた土坑は 19号.21号土坑の2基で、 19号土坑は土師質土器の小皿がl点のみの

出土であることや、遺構の平面形、埋没状況から土壌墓であろう。 21号土坑は第5章で言及したとおり地

下式墳の開口部と考えられ、 2011年度の調査における溝区画内の南側（2011年度調査区 l区北側）が墓域

であったことが指摘できる。また、 2011年の調査における l区の 11号土坑（以下 l区11号）でも検出さ

れているが、馬埋納土坑が本発掘調査でも 1基検出されている（東区 20号土坑）。 1区11号土坑確認の馬

と異なり、埋納土坑は概ね円形で、頭部を北西に向けた状況で出土している。検出時は頭骨や大腿骨は確認

できたが、 1区11号土坑と同様に骨質は非常に脆く、歯以外の部分は表面の部分のみ残存している状況で

あった。したがって体高など不明な点が多いが臼歯の磨耗状況などから 1区11号土坑検出の馬と同様で、 10

～ 12歳程度の雌獣であろう。 20号土坑は遺物や切り合い関係から 15世紀頃の土坑で、 1区11号土坑とも

時期的にはあってくる。その後、土層断面から盛土状遺構と考えられる 16世紀中葉以降に埋められたと考

えられる 1号性格不明遺構が位置するが、一度土地を掘り込み、その後地盤に圧を余りかけずに埋められた

と切り合い関係や堆積状況などからみて考えられる。この l号性格不明遺構自体の掘り込みはそれ自体の性

格が確認できるものは検出・出土していないが、東区の東側に 1号性格不明遺構を含め径約 30～ 35mの円

形に現在でも確認できる窪地が存在していることや、馬埋納土坑の存在、 2011年の調査において牧の存在

が指摘されていることなどから、牧に伴う施設で利用後にその部分を埋めたとも考えることが出来る。

その後東区南側に 1・2号井戸、北側に土坑が数基掘られる。 2号井戸は 2011年の調査における 1号井

戸と同様に上面が閉口する漏斗状の形状だが、平場は確認されていない。また、上層から土師質土器の内耳

鍋が多量に出土している。切り合い関係から 1号性格不明遺構に後続することから 16世紀代以降に埋めら

れたと考えられる。また、 l号井戸は2号井戸に後続し、素堀の井戸で遺物もほぼ出土していないため明確

な時期は判断できないが、近世に極めて近い時期を想定している。これら遺構の掘削は軟弱な地盤である l

号性格不明遺構の位置を可能な限り避けて掘られている痕跡が窺える。

以上のことより中世の当該地は 15世紀頃より、区画溝を伴う施設がまず本調査地点の北側を中心にして

存在していて、本調査地点が墓域であったと考えられる。その後、牧の可能性をもつが、大型の掘り込みで

ある l号性格不明遺構が掘られて、埋められる。そして井戸が掘られるという流れであろう。また、区画溝

を伴う施設の性格だが、 2011年度調査における溝の規模などからひとまず館跡と考えたい。台地の内側と

いう位置だが、牧の推定や本遺跡の西側で台地の縁辺部に位置する峯台館跡と内側の上坂田館の内館跡との

関係と本遺跡南側で台地の縁辺部に位置する下坂田屋敷内館跡と本調査地点付近の関連が示唆的であるが、

l例しかないため今後の発掘調査や分布調査に期待したい。

近代になり、西区の l号溝や西区北側の大型土坑、 1号柵列が掘られる。 1号溝は覆土から細片だが近代

の瓦が出土していることや、現在の土地区画とほぼ平行することなどから、近世以降の区画溝として掘られ

たと考えられる。また、 1号柵列も現在の土地区画とほぼ平行することやその構成するピットの覆土からや

はり土地区画のものと考えられる。西区北側の大型土坑は覆土の状況などから、本調査地点周辺で営まれて

いる果樹園の抜根跡であろう。
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第6章まと め

以上本発掘調査を土地利用の流れを中心に見てきたが、縄文時代後期前葉から中葉にかけての集落分布や

古墳時代の竪穴住居跡の検出、中世における当該地の土地利用の変遷が少なからず判明したことは、今回の

発掘調査において大きな成果となった。今後本調査地点の周辺、特に西区と東区の聞や東区の北側において

発掘調査が進めば、 2011年度の調査と今回の発掘調査の成果を含めて、下坂田地区の縄文時代や中世の状

況が大きく判明することであろう。
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